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宮
尾
登
美
子
自
伝
的
作
品
に
お
け
る
花
街
の
中
の
境
界

│
『
櫂
』・『
春
燈
』・『
岩
伍
覚
え
書
』・『
寒
椿
』
を
中
心
に

水

溜

真
由
美

一

は
じ
め
に

日
本
近
代
文
学
史
上
、
花
柳
界
を
描
く
小
説
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
と
は
い
え
、
そ
の
圧
倒
的
多
数
は
男
性
作
家
の
筆
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
理
由
は
、男
性
作
家
が
客
と
し
て
遊
廓
や
花
街
に
日
常
的
に
出
入
り
し
、芸
娼
妓
と
深
い
関
係
に
な
る
こ
と
が
珍
し
く
な
か
っ

た
の
に
対
し
て
、
女
性
作
家
の
ほ
と
ん
ど
は
、
そ
れ
ら
の
場
所
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
さ
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
小

説
は
虚
構
で
あ
る
以
上
、
実
体
験
が
な
け
れ
ば
書
け
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
現
代
の
作
家
が
綿
密
な
調
査
を
行
っ
た

う
え
で
、
数
百
年
以
上
前
の
出
来
事
を
素
材
と
し
て
優
れ
た
歴
史
小
説
を
書
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
実
体
験
が
作
品
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
保
証
す
る
と
い
う
面
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
し
、
そ
も
そ
も
知
る
術
の
な
い
素
材
に
つ
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い
て
書
く
こ
と
は
難
し
い
。
芸
娼
妓
で
な
い
女
性
が
花
柳
界
に
接
点
を
持
つ
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
う
え
に
、
芸
娼
妓
に
対
す
る

根
深
い
差
別
は
彼
女
た
ち
の
体
験
を
語
ら
れ
に
く
い
も
の
に
し
て
い
た
。
他
方
で
、
芸
娼
妓
を
含
む
「
遊
女＊

1
」
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
今

日
に
至
っ
て
も
強
い
政
治
性
を
孕
ん
で
い
る
。「
遊
女
」
稼
業
に
は
様
々
な
偏
見
が
つ
き
ま
と
う
う
え
、
小
説
の
素
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
が
ち
な
「
遊
女
」
と
客
と
の
関
係
は
（
ど
こ
ま
で
が
「
仕
事
」
の
範
囲
で
あ
る
の
か
曖
昧
な
場
合
も
少
な
く
な
い
）、
し
ば
し
ば
強
制
な

の
か
打
算
的
同
意
な
の
か
恋
愛
な
の
か
多
様
な
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
考
慮
す
る
と
、「
遊
女
」
と
親
し
く
接
し
て
い
る
か
ら
と

い
っ
て
、
男
性
作
家
が
描
く
「
遊
女
」
の
姿
が
、
ど
れ
ほ
ど
「
遊
女
」
の
側
の
真
実
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
る
の
か
は
疑
わ
し
い
。

「
遊
女
」
を
描
く
女
性
作
家
の
作
品
は
限
ら
れ
る
が
、
男
性
作
家
と
比
べ
て
女
性
作
家
は
「
遊
女
」
を
め
ぐ
る
認
識
の
限
界
に
自
覚
的
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
そ
も
そ
も
遊
廓
や
花
街
や
私
娼
街
を
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
女
性
作
家
は
、「
遊
女
」を
描
く
際
、

ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら
何
を
書
く
か
に
つ
い
て
注
意
深
い
選
択
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

た
と
え
ば
、
岡
本
か
の
子
「
老
妓
抄
」
は
、
冒
頭
と
末
尾
に
「
老
妓
」
の
和
歌
の
手
ほ
ど
き
を
す
る
岡
本
の
分
身
ら
し
き
人
物
が
登
場

す
る
額
縁
構
造
を
と
り
な
が
ら
、
経
済
的
に
自
立
し
て
い
る
年
増
芸
妓
の
私
生
活
を
描
い
て
い
る
。
幸
田
文
『
流
れ
る
』
は
、
幸
田
が
芸

妓
置
屋
で
女
中
を
行
っ
た
体
験
に
基
づ
く
作
品
で
あ
り
、
女
中
の
視
点
か
ら
芸
妓
置
屋
の
女
将
と
芸
妓
た
ち
の
日
常
生
活
を
描
き
出
す
。

芝
木
好
子
『
洲
崎
パ
ラ
ダ
イ
ス
』
は
、
特
飲
街
の
入
り
口
付
近
に
あ
る
飲
み
屋
を
舞
台
に
し
て
、
特
飲
街
で
働
く
女
性
（
及
び
そ
の
予
備

軍
）
と
客
の
姿
を
描
く
作
品
で
あ
る＊

2
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
、「
素
人
」の
女
性
が
ア
ク
セ
ス
可
能
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
領
域
や
周
縁
的
な
空
間
か
ら「
遊
女
」の
世
界
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
。
作
中
に
作
者
の
分
身
を
登
場
さ
せ
る
設
定
は
、「
遊
女
」
を
描
く
視
点
に
自
覚
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
身
振
り
と
も
解
釈
で
き
る＊

3
。

と
こ
ろ
で
、
花
柳
界
を
描
い
た
著
名
な
女
性
作
家
の
一
人
に
宮
尾
登
美
子
が
い
る
。
宮
尾
は
一
九
二
六
年
、
高
知
市
の
芸
妓
娼
妓
紹
介
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業
を
営
む
家
庭
に
生
ま
れ
た
。
宮
尾
は
『
櫂
』
を
始
め
と
す
る
多
く
の
作
品
に
お
い
て
家
業
の
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
や
花
街
を
描
い
た
。
虚

構
性
の
強
い
『
陽
暉
楼
』
を
除
い
て
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
自
伝
的
な
作
品
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
宮
尾
の
自
伝
的
作
品
と
し
て
、
宮
尾
の
養
母
を
モ
デ
ル
と
す
る
喜
和
を
視
点
人
物
と
す
る
『
櫂
』、
宮
尾
自
身
を
モ
デ
ル
と

す
る
綾
子
を
視
点
人
物
と
す
る
『
春
燈
』、
宮
尾
の
父
を
モ
デ
ル
と
す
る
岩
伍
の
一
人
称
小
説
で
あ
る
『
岩
伍
覚
え
書
』、
幼
少
期
に
宮
尾

と
一
緒
に
生
活
し
た
四
人
の
「
仕
込
み
の
子
」（
芸
妓
の
見
習
い
修
行
を
す
る
子
）
を
モ
デ
ル
と
し
て
彼
女
ら
の
人
生
を
オ
ム
ニ
バ
ス
的
に

描
く
『
寒
椿
』
に
着
目
し
た
い
。
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
を
営
む
家
庭
で
育
っ
た
宮
尾
は
、
先
ほ
ど
言
及
し
た
ど
の
女
性
作
家
と
も
比
べ
も
の

に
な
ら
な
い
ほ
ど
に
「
遊
女
」
の
世
界
と
深
く
関
わ
っ
た
。
と
は
い
っ
て
も
、
宮
尾
に
も
宮
尾
の
養
母
に
も
「
遊
女
」
稼
業
の
経
験
は
な

い
。
そ
の
こ
と
を
反
映
し
て
、
喜
和
と
綾
子
を
視
点
人
物
と
す
る
『
櫂
』
と
『
春
燈
』
は
、
物
語
の
視
点
を
「
遊
女
」
の
世
界
の
外
側
に

お
い
て
い
る
。
し
か
も
喜
和
は
、
こ
と
あ
る
毎
に
「
素
人
」
の
世
界
と
「
玄
人
」
の
世
界
の
間
に
境
界
を
見
出
そ
う
と
す
る
。
宮
尾
を
モ

デ
ル
と
す
る
綾
子
と
『
寒
椿
』
の
悦
子
は
、「
遊
女
」
と
し
て
の
人
生
を
歩
む
四
人
の
「
仕
込
み
の
子
」
と
自
身
の
差
異
を
強
く
意
識
し
て

い
る＊

4
。

こ
う
し
た
姿
勢
は
、
多
く
の
女
性
作
家
が
「
遊
女
」
を
描
く
際
に
自
身
と
「
遊
女
」
を
区
別
す
る
態
度
と
似
て
い
る
が
、
両
者
の
間
に

は
差
異
も
存
在
す
る
。「
遊
女
」
の
世
界
と
限
ら
れ
た
接
点
し
か
持
た
な
か
っ
た
多
く
の
女
性
作
家
と
違
っ
て
、
喜
和
や
綾
子
（『
寒
椿
』

で
は
悦
子
）
は
「
遊
女
」
の
世
界
で
あ
る
と
こ
ろ
の
花
街＊

5
に
生
活
基
盤
を
お
い
て
い
る
。
喜
和
や
綾
子
（
悦
子
）
が
「
遊
女
」
と
の
間
に

見
出
す
境
界
は
花
街
の
内
部
に
あ
る
「
素
人
」
と
「
玄
人
」
の
間
の
境
界
で
あ
り
、
そ
の
境
界
は
階
級
格
差
を
背
景
と
す
る
女
性
内
部
の

分
断
に
連
動
し
て
い
る
。
一
方
で
、
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
の
主
た
る
担
い
手
で
あ
る
岩
伍
や
息
子
の
健
太
郎
（
綾
子
の
異
母
兄
）
は
、「
玄
人
」

の
世
界
の
内
側
に
身
を
お
い
て
い
る
。
と
は
い
え
当
然
な
が
ら
、「
遊
女
」
の
性
的
サ
ー
ビ
ス
を
客
に
買
わ
せ
る
立
場
に
あ
る
「
女
衒
」
と
、
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客
に
性
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
立
場
に
あ
る
「
遊
女
」
と
の
間
に
は
、
決
定
的
な
立
場
の
相
違
が
存
在
す
る
。

本
稿
で
は
以
上
の
よ
う
な
観
点
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
宮
尾
の
自
伝
的
小
説
に
お
い
て
花
街
の
中
の
境
界
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る

の
か
を
考
察
し
た
い
。
ま
た
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
宮
尾
の
自
伝
的
小
説
を
「
遊
女
」
を
描
く
女
性
作
家
の
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
の
一
つ
と

し
て
位
置
づ
け
た
い
。

二

自
伝
的
作
品
の
概
要
│
『
櫂
』・『
春
燈
』・『
岩
伍
覚
え
書
』・『
寒
椿
』

先
述
の
よ
う
に
、
宮
尾
登
美
子
は
一
九
二
六
年
に
高
知
市
の
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
を
営
む
家
庭
に
生
ま
れ
た＊

6
。
宮
尾
は
父
の
岸
田
猛
吾
と

そ
の
愛
人
で
あ
る
女
義
太
夫
の
芸
人
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
で
あ
り
、
宮
尾
の
実
母
は
宮
尾
を
出
産
し
た
後
す
ぐ
に
宮
尾
を
猛
吾
と
そ
の

妻
で
あ
る
喜
世
に
託
し
て
宮
尾
の
許
を
離
れ
た
。
宮
尾
は
養
母
の
喜
世
に
深
く
愛
さ
れ
て
育
っ
た
が
、
養
母
と
父
親
は
一
九
三
八
年
に
離

婚
し
た
。
そ
の
後
、
宮
尾
は
短
期
間
養
母
の
下
で
暮
ら
し
た
も
の
の
、
ま
も
な
く
別
の
愛
人
と
、
そ
の
愛
人
の
二
人
の
連
れ
子
と
共
に
暮

ら
す
父
親
の
許
に
移
っ
た
。
一
九
三
九
年
四
月
、
宮
尾
は
高
知
県
女
子
師
範
学
校
附
属
小
学
校
高
等
科
に
入
学
し
た
。
翌
年
四
月
、
高
坂

高
等
女
学
校
に
編
入
学
。
一
九
四
三
年
四
月
、
同
校
家
政
研
究
科
に
進
学
。
同
年
一
二
月
に
、
同
校
を
中
途
退
学
し
て
代
用
教
員
（
助
教
）

と
し
て
吾
川
郡
池
川
町
（
現
・
仁
淀
川
町
）
の
安
居
国
民
学
校
に
赴
任
。
一
九
四
四
年
二
月
、
池
川
町
狩
山
国
民
学
校
に
転
任
す
る
が
、

ま
も
な
く
退
職
し
て
結
婚
す
る
。
結
婚
相
手
は
安
居
国
民
学
校
の
同
僚
だ
っ
た
。
一
九
四
五
年
二
月
、
長
女
出
産
後
ま
も
な
く
、
前
年
秋

よ
り
「
満
州
」
で
大
土
佐
開
拓
団
の
子
女
教
育
に
従
事
し
一
時
帰
国
し
て
い
た
夫
と
共
に
「
満
州
」
に
渡
っ
た
。
敗
戦
後
の
一
九
四
六
年

九
月
、
親
子
三
人
で
日
本
に
引
き
揚
げ
た
後
は
、
吾
川
郡
弘
岡
上
ノ
村
（
現
・
高
知
市
）
の
夫
の
実
家
で
暮
ら
し
た
が
、
肺
結
核
を
患
い
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長
期
の
療
養
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
一
九
五
一
年
か
ら
五
八
年
ま
で
村
立
保
育
所
に
保
母
と
し
て
勤
務
。
一
九
六
〇
年
代
初
め
頃
か

ら
作
家
活
動
を
本
格
化
さ
せ
る
が
、
文
壇
で
華
々
し
く
活
躍
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
離
婚
・
再
婚
・
上
京
を
経
て
、
一
九
七
二
年
八
月

に
出
版
さ
れ
た
私
家
版
『
櫂
』
が
脚
光
を
浴
び
、
太
宰
治
賞
を
受
賞
し
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。

以
下
で
は
本
稿
の
考
察
対
象
で
あ
る
『
櫂
』、『
春
燈
』、『
岩
伍
覚
え
書
』、『
寒
椿
』
の
概
要
を
説
明
す
る＊

7
。

『
櫂
』
は
自
伝
四
部
作
（『
櫂
』、『
春
燈
』、『
朱
夏
』、『
仁
淀
川＊

8
』）
の
第
一
作
で
あ
り
、
喜
和
を
視
点
人
物
と
し
て
、
喜
和
と
岩
伍
の
結

婚
生
活
を
描
く
作
品
で
あ
る
。
元
々
博
奕
打
だ
っ
た
富
田
岩
伍
は
結
婚
後
一
〇
年
ほ
ど
経
っ
た
後
、「
南
海
随
一
の
料
亭
」
と
言
わ
れ
た
陽

暉
楼
の
主
人
の
後
ろ
盾
を
得
て
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
者
と
な
る
。
喜
和
は
夫
の
仕
事
に
対
す
る
嫌
悪
感
を
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の

こ
と
が
夫
婦
の
溝
を
深
め
て
い
く
。
喜
和
と
岩
伍
の
間
に
は
龍
太
郎
と
健
太
郎
と
い
う
二
人
の
息
子
が
い
た
が
（
龍
太
郎
は
二
四
歳
の
時

に
肺
結
核
に
よ
り
死
去
、
健
太
郎
は
陽
暉
楼
の
お
抱
え
運
転
手
を
経
て
岩
伍
の
仕
事
を
手
伝
う
よ
う
に
な
る
）、
岩
伍
が
女
義
太
夫
の
巴
吉

と
の
間
に
綾
子
を
も
う
け
、
綾
子
を
夫
婦
の
子
と
し
て
育
て
る
決
断
を
し
た
こ
と
で
夫
婦
関
係
に
危
機
が
せ
ま
る
。
当
初
岩
伍
の
決
断
に

強
く
反
発
し
た
喜
和
は
、
や
が
て
綾
子
を
実
の
娘
の
よ
う
に
可
愛
が
る
よ
う
に
な
り
、
夫
婦
の
危
機
は
去
っ
た
か
に
見
え
た
。
し
か
し
、

岩
伍
が
四
人
の
「
仕
込
み
の
子
」
を
世
話
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
喜
和
の
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
に
対
す
る
嫌
悪
感
が
募
っ
て
い
き
、

遂
に
夫
婦
は
離
婚
す
る
。
離
婚
時
、
岩
伍
は
喜
和
と
ほ
ぼ
別
居
状
態
に
あ
り
、
す
で
に
愛
人
の
照
と
照
の
二
人
の
連
れ
子
と
共
に
暮
ら
し

て
い
た
。
岩
伍
よ
り
も
喜
和
を
慕
っ
て
い
た
綾
子
は
、
両
親
の
離
婚
に
際
し
て
喜
和
と
暮
ら
す
選
択
を
す
る
が
、
や
が
て
周
囲
の
説
得
に

屈
し
て
岩
伍
の
許
に
移
る
。
他
方
で
、
喜
和
は
、
う
ど
ん
屋
の
女
将
と
し
て
新
し
い
人
生
を
歩
み
始
め
る
。

『
春
燈
』
は
綾
子
の
視
点
で
書
か
れ
る
文
字
通
り
の
自
伝
的
小
説
で
あ
る
。『
春
燈
』
の
序
盤
で
は
、『
櫂
』
の
後
半
で
も
扱
わ
れ
る
綾
子

の
幼
少
期
が
綾
子
の
視
点
か
ら
語
ら
れ
る
。
や
が
て
喜
和
と
別
れ
岩
伍
と
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
綾
子
は
女
学
校
（
第
一
高
女
）
の
入
学
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試
験
に
失
敗
し
て
高
知
県
女
子
師
範
学
校
付
属
小
学
校
高
等
科
に
入
学
し
、
さ
ら
に
そ
の
二
年
後
、
高
坂
高
等
女
学
校
三
年
次
に
編
入
学

す
る
。
女
学
校
卒
業
後
に
は
東
京
の
女
子
大
に
進
学
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
が
、
岩
伍
に
強
く
反
対
さ
れ
、
や
む
な
く
高
坂
高
等
女

学
校
の
補
修
科
（
家
政
研
究
科
）
に
進
学
す
る
。
し
か
し
家
を
離
れ
る
た
め
に
国
民
学
校
の
代
用
教
員
に
な
る
こ
と
を
思
い
立
ち
、
女
師

付
属
時
代
の
恩
師
の
ツ
テ
で
山
間
部
の
学
校
に
職
を
得
る
。
最
初
に
赴
任
し
た
安
居
国
民
学
校
で
の
任
期
を
終
え
た
後
は
狩
山
国
民
学
校

に
転
任
す
る
が
、
ま
も
な
く
前
任
校
の
同
僚
の
三
好
要
か
ら
の
結
婚
申
し
込
み
を
受
け
る
。
岩
伍
は
、
要
の
実
家
が
農
家
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
理
由
に
二
人
の
結
婚
に
反
対
す
る
が
、
家
を
出
た
い
一
心
の
綾
子
は
岩
伍
を
説
得
し
よ
う
と
す
る
（『
春
燈
』
の
続
編
に
当
た
る
『
朱

夏
』
の
冒
頭
で
二
人
は
結
婚
す
る
）。

『
岩
伍
覚
え
書
』
は
宮
尾
の
父
を
モ
デ
ル
と
す
る
岩
伍
が
読
者
に
語
り
か
け
る
ス
タ
イ
ル
で
書
か
れ
た
一
人
称
小
説
で
あ
り
、「
三
日
月

次
郎
一
件
に
つ
い
て
」、「
す
ぼ
抜
き
に
つ
い
て
」、「
満
州
往
来
に
つ
い
て
」、「
博
徒
あ
し
ら
い
に
つ
い
て
」
の
四
編
か
ら
な
る＊

9
。
宮
尾
は

父
の
猛
吾
が
一
九
三
七
年
か
ら
一
四
年
間
に
渡
っ
て
日
記
と
営
業
日
誌
を
つ
け
て
い
た
こ
と
を
随
所
で
語
っ
て
お
り
、『
岩
伍
覚
え
書
』は
、

こ
の
営
業
日
誌
か
ら
素
材
を
得
た
作
品
で
あ
る＊

10
。『
岩
伍
覚
え
書
』
に
は
『
櫂
』
や
『
春
燈
』
で
は
詳
し
く
扱
わ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
遊

女
」
の
世
界
が
、
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
者
で
あ
る
岩
伍
の
視
点
か
ら
描
か
れ
て
い
る
。

『
寒
椿
』
は
宮
尾
が
小
学
生
の
頃
に
一
緒
に
生
活
し
て
い
た
四
人
の
「
仕
込
み
の
子
」
を
モ
デ
ル
と
し
て
四
人
の
人
生
の
軌
跡
を
た
ど
る

オ
ム
ニ
バ
ス
的
な
作
品
で
あ
り
、
一
章
「
小
奴
の
澄
子
」、
二
章
「
久
千
代
の
民
江
」、
三
章
「
花
勇
の
貞
子
」、
四
章
「
染
弥
の
妙
子
」
か

ら
な
る＊

11
。
各
章
の
主
人
公
で
あ
る
澄
子
、
民
江
、
貞
子
、
妙
子
は
、
小
学
生
の
頃
に
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
の
傍
ら
芸
妓
子
方
屋
を
営
む
松
崎

に
買
わ
れ
、
松
崎
夫
妻
の
世
話
を
受
け
な
が
ら
松
崎
の
娘
の
悦
子
と
姉
妹
の
よ
う
に
し
て
育
っ
た
。
し
か
し
、
小
学
校
卒
業
後
は
、
山
海

楼
を
皮
切
り
に
本
格
的
に
「
遊
女
」
と
し
て
の
人
生
を
歩
む
。
も
っ
と
も
、
そ
の
後
の
四
人
の
人
生
は
│
妙
子
以
外
の
三
人
が
「
満
州
」
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の
店
に
住
み
替
え
す
る
な
ど
、
あ
る
時
期
ま
で
共
通
し
た
軌
跡
を
た
ど
る
も
の
の
│
銀
行
の
頭
取
の
「
二
号
」
と
な
っ
た
澄
子
、
五
〇

代
に
な
っ
た
現
在
も
芸
妓
を
続
け
る
民
江
、
敗
戦
後
す
ぐ
に
「
満
州
」
か
ら
の
引
き
揚
げ
船
の
中
で
知
り
合
っ
た
大
工
の
妻
と
な
り
三
人

の
子
供
を
も
う
け
な
が
ら
も
二
八
歳
で
亡
く
な
っ
た
貞
子
、
不
動
産
会
社
の
社
長
夫
人
と
な
っ
た
妙
子
、
と
多
様
で
あ
る
。

『
寒
椿
』
に
お
い
て
物
語
の
現
在
は
、
こ
の
作
品
が
書
か
れ
た
一
九
七
〇
年
代
半
ば
頃
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
一
章
に
は
、
階
段
か
ら
落

ち
て
半
身
不
随
に
な
っ
た
澄
子
を
見
舞
う
た
め
に
、
民
江
、
妙
子
、
悦
子
が
久
し
ぶ
り
に
再
会
す
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
四
章
と
も

三
人
称
小
説
の
ス
タ
イ
ル
を
と
る
も
の
の
、物
語
の
現
在
か
ら
二
〇
年
以
上
前
に
他
界
し
た
貞
子
を
主
人
公
と
す
る
三
章
を
例
外
と
し
て
、

概
ね
一
章
は
澄
子
、
二
章
は
民
江
、
四
章
は
妙
子
の
内
面
に
焦
点
化
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
現
在
は
作
家
と
な
っ
て
い
る
悦
子
の
内
面
に
焦

点
化
さ
れ
る
場
面
も
あ
り
、
そ
う
し
た
場
面
に
お
い
て
悦
子
は
自
身
と
「
仕
込
み
の
子
」
と
の
関
係
性
を
反
省
的
に
捉
え
直
す
。
な
お
、

三
章
は
主
と
し
て
悦
子
の
視
点
か
ら
語
ら
れ
る
が
、
悦
子
が
語
る
貞
子
の
人
生
は
、
部
分
的
に
、
悦
子
が
貞
子
の
母
ハ
ル
エ
の
従
姉
妹
で

あ
る
玉
枝
を
老
人
ホ
ー
ム
に
訪
ね
て
聞
き
取
っ
た
内
容
に
依
拠
し
て
い
る
。

三

花
街
の
中
の
境
界

花
柳
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
業
者
（
以
下
、
楼
主
を
含
め
て
「
女
衒
」
と
す
る
）
が
客
に
対
し
て
、
芸
娼
妓
（
以
下
、「
遊
女
」
と
す
る
）

の
性
的
サ
ー
ビ
ス
を
金
銭
を
対
価
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
花
柳
界
に
お
い
て
男
女
の
関
係
は
圧
倒
的
に
非

対
称
的
で
あ
る
。「
客
」
は
男
性
、「
女
衒
」
も
多
数
は
男
性
、「
遊
女
」
は
女
性
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
性
産
業
全
体
に
視
野
を
広
げ
る
な

ら
ば
、
男
性
労
働
者
が
男
性
客
に
対
し
て
性
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
も
存
在
す
る
し
、
近
年
は
、
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
な
ど
女
性
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客
に
対
し
て
男
性
労
働
者
が
性
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
も
増
え
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
伝
統
的
な
花
柳
界
に
お
い
て
は
、
ほ

と
ん
ど
の
場
合
、
客
は
男
性
で
あ
り
、
性
労
働
者
は
女
性
で
あ
っ
た
。
他
方
で
、
伝
統
的
な
花
柳
界
に
お
い
て
も
、
女
性
の
「
女
衒
」
は

少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、『
櫂
』
に
登
場
す
る
大
貞
は
大
貞
楼
の
女
将
で
あ
り
元
娼
妓
で
あ
る
。
花
柳
界
や
性
産
業
の
シ
ス
テ

ム
を
考
え
る
上
で
女
性
の
「
女
衒
」
の
存
在
は
無
視
で
き
な
い
が
、
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
宮
尾
の
自
伝
的
作
品
は
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
者
と
そ
の
家
族
の
物
語
で
あ
る
。
見
て
き
た
よ
う
に
、『
櫂
』
は
喜
和
、『
春
燈
』

は
綾
子
を
視
点
人
物
と
す
る
三
人
称
小
説
、『
岩
伍
覚
え
書
』
は
岩
伍
の
視
点
に
よ
る
一
人
称
小
説
、『
春
椿
』
は
澄
子
・
民
江
・
妙
子
・

悦
子
を
視
点
人
物
と
す
る
三
人
称
小
説
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
の
立
場
は
、芸
妓
娼
妓
紹
介
業
者
の
岩
伍（『
寒
椿
』で
は「
お
父
さ
ん
」）

は
「
女
衒
」、
喜
和
（『
寒
椿
』
で
は
「
お
母
さ
ん
」）
は
「
女
衒
」
の
妻
、
綾
子
と
悦
子
は
「
女
衒
」
の
娘
、
澄
子
・
民
江
・
貞
子
・
妙
子

は
「
遊
女
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
岩
伍
（「
お
父
さ
ん
」）
と
喜
和
（「
お
母
さ
ん
」）
の
息
子
で
綾
子
（
悦
子
）
の

年
の
離
れ
た
異
母
兄
で
あ
る
健
太
郎
（『
寒
椿
』
で
は
勇
太
郎
）
も
登
場
す
る
。
健
太
郎
（
勇
太
郎
）
は
長
じ
て
か
ら
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
を

営
む
岩
伍
の
右
腕
に
な
る
人
物
で
あ
り
、「
女
衒
」
の
息
子
に
し
て
「
女
衒
」
で
あ
る
。

な
お
、「
女
衒
」
の
妻
に
あ
た
る
喜
和
や
「
女
衒
」
の
娘
で
あ
る
綾
子
・
悦
子
は
、
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
か
ら
得
ら
れ
る
収
入
で
安
定
し
た

生
活
を
享
受
し
て
い
る
も
の
の
、
喜
和
に
よ
る
「
内
助
の
功
」
を
別
と
す
れ
ば
、
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
に
深
く
関
与
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
本
稿
で
は
、
花
柳
界
に
お
い
て
「
客
」
に
「
遊
女
」
の
性
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
女
衒
」
と
自
ら
の
身
体
や
性
的
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
「
遊
女
」
を
「
玄
人
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
が
、「
女
衒
」
の
妻
や
娘
は
「
玄
人
」
の
枠
か
ら
は
み
出
す
存
在
で
あ
る
。

喜
和
は
「
素
人
」
と
「
玄
人
」
の
境
界
に
敏
感
で
あ
り
、「
玄
人
」
の
世
界
を
深
く
嫌
悪
し
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
感
じ
方
は
喜
和
の
潔

癖
さ
の
み
で
な
く
、「
玄
人
」
の
世
界
に
お
け
る
女
性
の
立
場
性
に
も
起
因
し
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
花
柳
界
の
主
要
な
ア
ク
タ
ー
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は
「
客
」
と
「
女
衒
」
と
「
遊
女
」
で
あ
る
。「
客
」
は
男
性
、「
女
衒
」
も
多
く
は
男
性
で
あ
る
た
め
、「
遊
女
」
で
な
い
女
性
の
多
く
に

と
っ
て
「
玄
人
」
の
世
界
に
は
居
場
所
が
な
い
（
女
性
の
「
女
衒
」
も
、『
櫂
』
の
大
貞
の
よ
う
に
元
「
遊
女
」
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
な

い
）。

『
春
燈
』
に
は
、
小
学
生
の
綾
子
が
健
太
郎
の
妻
の
小
夜
子
か
ら
「
兄
さ
ん
が
ね
。
あ
ん
た
を
芸
者
に
売
ろ
う
か
と
い
い
よ
る
け
ん
ど
」

と
言
わ
れ
、「
た
と
え
よ
う
も
な
い
ほ
ど
」
の
驚
き
と
恐
怖
を
感
じ
る
場
面
が
あ
る
（『
全
集
』
第
二
巻
、
九
三
頁
）。
こ
の
発
言
は
小
夜
子

の
「
出
ま
か
せ
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
綾
子
は
こ
の
発
言
に
よ
っ
て
、「
怠
け
れ
ば
、
或
は
間
違
っ
た
こ
と
を
す
れ
ば
、
自
分
を
待
っ

て
い
る
も
の
は
直
ち
に
芸
者
へ
の
転
落
だ
と
思
う
気
持
が
、
生
涯
体
の
な
か
に
消
え
難
い
烙
印
と
し
て
残
さ
れ
た
」（
同
、
九
五
頁
）
と
述

べ
て
い
る
。
し
か
し
裏
を
返
せ
ば
、
こ
の
こ
と
は
、
花
街
で
生
活
し
て
い
て
も
、
綾
子
が
「
玄
人
」
で
は
な
い
こ
と
を
裏
書
き
し
て
い
る
。

他
方
で
、
綾
子
と
同
じ
く
岩
伍
の
子
で
あ
る
健
太
郎
は
、
そ
も
そ
も
「
芸
者
に
売
ら
れ
る
」
可
能
性
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
健
太
郎
は

「
女
衒
」
の
手
引
き
に
よ
り
花
街
の
「
客
」
と
な
り
、
そ
の
延
長
線
上
で
「
女
衒
」
に
な
る
。

以
上
の
点
を
ふ
ま
え
が
ら
、
四
節
で
は
喜
和
、
五
節
で
は
綾
子
・
悦
子
、
六
節
で
は
岩
伍
・
健
太
郎
に
着
目
し
て
、
花
街
に
お
け
る
「
素

人
／
玄
人
」
の
境
界
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

四

喜
和
│
「
女
衒
」
の
妻

『
櫂
』
は
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
者
で
あ
る
岩
伍
の
妻
で
あ
る
喜
和
の
物
語
で
あ
る
。
物
語
の
終
盤
で
喜
和
と
岩
伍
の
夫
婦
関
係
は
破
綻
す

る
が
、
そ
の
最
大
の
原
因
は
、
喜
和
が
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
に
対
し
て
嫌
悪
感
を
抱
き
、
そ
の
思
い
を
折
り
に
触
れ
て
岩
伍
に
ぶ
つ
け
た
た

北
大
文
学
研
究
院
紀
要

─ 71 ─



め
で
あ
る
。
喜
和
は
息
子
の
健
太
郎
を
介
し
て
岩
伍
か
ら
離
縁
を
言
い
渡
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
、「
喜
和
が
岩
伍
の
仕
事
を

嫌
が
る
様
子
を
露
は
に
す
る
に
つ
れ
、
岩
伍
は
喜
和
を
自
分
の
よ
き
協
力
者
と
し
て
見
る
事
は
出
来
な
く
な
り
、
今
で
は
気
持
も
遠
く
離

れ
去
つ
て
ゐ
る
」
と
い
う
趣
旨
の
説
明
を
受
け
る
（『
全
集
』
第
一
巻
、
三
五
九
頁
）。

喜
和
が
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
を
嫌
悪
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
論
じ
る
が
、
作
中
で
は
喜
和
が
「
玄
人
」
の
世
界
を
嫌
い
、「
玄
人
」

の
世
界
に
馴
染
も
う
と
し
な
い
様
子
が
く
り
返
し
描
か
れ
る
。
喜
和
は
岩
伍
が
女
義
太
夫
の
芸
人
と
の
間
に
子
供
を
も
う
け
た
際
に
仲
裁

役
を
買
っ
て
出
た
大
貞
楼
の
女
将
の
大
貞
か
ら
、「
こ
の
世
界
、
素
人
で
も
た
ま
に
見
ん
事
も
な
い
け
ど
、
皆
早
う
に
水
に
馴
れ
て
ひ
と
り

で
に
垢
抜
け
て
捌
け
て
来
る
も
ん
や
。
あ
ん
た
だ
け
や
。
年
喰
う
て
る
く
せ
に
未
だ
に
子
供
で
、
気
は
利
か
ん
し
悋
気
は
こ
く
し
洒し

や

落ら
く

も

遅
い
」（
同
、
一
六
九
頁
）
と
嫌
味
を
言
わ
れ
る
。

喜
和
は
当
初
か
ら
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
の
仕
事
を
嫌
っ
て
い
た
が
、
と
り
わ
け
四
人
の
「
仕
込
み
の
子
」
を
世
話
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
家
の
中
が
「
玄
人
」
の
世
界
に
侵
食
さ
れ
て
い
く
の
を
感
じ
取
り
、
強
い
疎
外
感
を
抱
く
。
長
く
な
る
が
関
連
箇
所
を
引
用
す
る
。

子
供
等
が
こ
の
家
へ
来
て
か
ら
と
云
ふ
も
の
、開
業
以
来
の
富
田
の
雰
囲
気
は
が
ら
り
と
変
つ
て
了
つ
た
。
と
喜
和
は
と
き
ど
き
、

冷
た
い
他
所
者
の
目
に
な
つ
て
家
中
を
見
渡
す
事
も
あ
つ
た
。

玄
人
の
家
で
は
あ
つ
て
も
三
味
の
音
の
響
か
ぬ
が
自
慢
だ
つ
た
の
に
、今
は
店
の
書
類
棚
の
脇
に
か
う
き
の
棹
に
く
わ
り
ん
の
胴
、

と
云
ふ
、
も
の
の
良
い
三
味
線
が
三
挺
も
掛
か
り
、
午
後
に
な
る
と
稽
古
か
ら
戻
つ
た
誰
ぞ
が
懸
命
で
弾
く
、
た
ど
た
ど
し
い
音
締

め
が
二
階
か
ら
聞
え
て
来
る
。
三
味
線
の
脇
の
小
物
棚
に
は
稽
古
用
の
木
撥
、
上
物
の
象
牙
撥
や
上う

は

駒ご
ま

下し
た

駒ご
ま

、
取
替
え
用
の
糸
の
箱
、

赤
い
毛
糸
の
指
嵌
め
、
滑
り
止
め
の
ゴ
ム
な
ど
付
属
品
一
式
か
ら
、
舞
扇
、
縮
緬
手
拭
、
絹
傘
ま
で
、
鮮
や
か
な
色
目
が
並
ん
で
ゐ
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る
。京

町
の
呉
服
屋
か
め
や
の
番
頭
も
、
緑
町
に
倍
し
て
頻
繁
に
訪
れ
て
来
る
や
う
に
な
り
、
子
供
達
の
普
段
着
に
は
可
愛
ら
し
い
真

岡
木
綿
の
花
柄
を
、
稽
古
に
通
ふ
長
袖
に
は
大
幅
物
の
モ
ス
リ
ン
か
銘
仙
を
大
凡
選
ん
で
運
ん
で
来
、
此
の
頃
で
は
真
先
に
披
露
目

を
す
る
筈
の
美
代
子
の
座
敷
着
に
と
、
錦
紗
縮
緬
の
上
物
も
混
て
来
る
。
半
幅
に
畳
み
、
色
糸
で
綴
じ
た
常
着
の
反
物
に
は
さ
う
騒

が
な
い
子
供
等
も
、
軸
に
巻
い
た
柔
ら
か
物
を
広
げ
る
と
き
に
は
鈴
や
勝
ま
で
巻
き
込
ん
で
店
の
間
に
垣
を
作
る
。

（
中
略
）

喜
和
は
、
こ
の
子
等
の
取
締
り
も
か
う
云
ふ
衣
裳
選
び
ま
で
が
境
で
、
そ
れ
以
上
は
手て

幅は
ば

に
叶
は
ぬ
、
と
ほ
と
ほ
と
思
へ
る
。
何

よ
り
も
置
屋
の
真
似
事
は
嫌
ぢ
や
と
思
ふ
気
持
が
先
に
立
ち
、
隣
の
大
西
﹇
芸
妓
子
方
屋
│
引
用
者
注
﹈
の
姐
さ
ん
の
や
う
に
炊

事
場
に
居
て
も
稽
古
三
味
線
に
耳
を
澄
ま
せ
て
ゐ
て
、

「
お
前
、
調
子
の
合
う
て
無
い
事
が
判
ら
ん
か
ね
。
二
上
り
や
ら
三
下
り
や
ら
判
ら
ん
も
の
を
弾
い
て
」

と
常
住
手
離
さ
ぬ
先
の
ち
び
た
矩か

ね

尺ざ
し

で
仕
込
み
の
子
の
撥
を
持
つ
手
を
ぱ
ん
と
打し

ば

く
、そ
ん
な
躾
が
喜
和
に
出
来
る
筈
も
な
い
し
、

第
一
余
程
の
狂
ひ
で
な
け
れ
ば
三
味
の
調
子
な
ど
聞
分
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
つ
た
（
同
、
二
九
九
│
三
〇
〇
頁
）。

右
の
引
用
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、「
遊
女
」
の
経
験
を
持
た
な
い
喜
和
に
と
っ
て
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
の
仕
事
は
手
に
余
る
も
の
だ
っ

た
。『
岩
伍
覚
え
書
』
に
は
、「
私
の
女
房
喜
和
は
根
っ
か
ら
の
素
人
の
出
で
あ
り
ま
し
て
、
か
ね
が
ね
い
く
ら
教
え
て
も
こ
の
商
売
の
裏

表
が
呑
み
込
め
ま
せ
ず
、
そ
れ
な
ら
そ
れ
で
い
っ
そ
「
お
前
は
釜
屋
番
」
と
し
、
店
の
話
は
こ
ち
ら
か
ら
し
も
せ
ず
向
う
か
ら
聞
き
も
せ

ず
に
過
ご
し
て
来
た
」
と
す
る
記
述
が
あ
る
（『
全
集
』
第
四
巻
、
二
一
頁
）。『
櫂
』
に
よ
る
と
、
岩
伍
の
仕
事
に
対
す
る
喜
和
の
「
手
助
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け
」
は
「
家
の
内
の
宰
領
と
、
一
つ
踏
出
し
て
も
妓
の
親
達
へ
の
手
入
れ
で
し
か
な
か
つ
た
」（『
全
集
』
第
一
巻
、
三
三
六
頁
）。
も
っ
と

も
、
岩
伍
の
内
縁
の
妻
と
な
る
照
に
つ
い
て
の
「
岩
伍
の
云
付
け
通
り
走
り
使
ひ
も
し
、
妓
達
を
連
れ
て
県
外
へ
も
行
き
、
楼
主
と
も
会

ひ
、
益
さ
ん
長
さ
ん
﹇
男
性
の
使
用
人
│
引
用
者
注
﹈
並
み
に
よ
く
働
い
て
ゐ
る
」（
同
、
三
三
六
頁
）
と
い
う
記
述
を
ふ
ま
え
る
と
、
岩

伍
は
「
釜
屋
番
」
に
甘
ん
じ
る
喜
和
の
態
度
に
不
満
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
岩
伍
は
、
健
太
郎
に
「
家
の
商
売
を
手
伝
は
す
」

こ
と
に
喜
和
が
反
対
し
た
際
、「
何
度
云
う
た
ら
判
る
。
／
男
の
仕
事
に
女
子
が
口
を
出
す
な
と
あ
れ
ほ
ど
云
う
て
あ
る
。
手
伝
ひ
一
つ

出
来
ん
く
せ
に
」
と
言
っ
て
喜
和
を
怒
鳴
り
つ
け
る
。
こ
の
時
、
喜
和
は
「
手
伝
ひ
と
云
ふ
の
は
お
照
の
事
で
す
か
。
／
私
に
お
照
の
真

似
を
せ
よ
と
云
ふ
が
で
す
か
」
と
口
答
え
し
て
、
岩
伍
か
ら
頰
を
叩
か
れ
る
（
同
、
三
三
五
頁
）。

と
こ
ろ
で
、喜
和
が
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
を
嫌
悪
す
る
最
大
の
理
由
は
、「
女
子
の
売
買
の
上
前
を
刎
ね
、そ
れ
で
太
平
無
事
に
暮
し
て
ゆ
」

く
こ
と
に
良
心
の
呵
責
を
覚
え
る
た
め
で
あ
る
。
喜
和
は
「
紹
介
人
の
金
」
を
「
生
き
身
の
女
子
を
地
獄
へ
突
落
と
し
た
手
で
せ
し
め
る

汚
れ
た
報
酬
」
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
（
同
、
三
七
頁
）。
他
方
で
、
岩
伍
は
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
に
「
人
助
け
」
の
意
義
を
見
出
す
。
岩
伍

が
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
の
拠
点
と
し
た
緑
町
に
は
「
高
知
市
一
と
い
ふ
札
付
き
の
貧
乏
長
屋
」（
同
、
五
三
頁
）
が
あ
り
、
岩
伍
に
は
「
裏
町

の
惨
め
な
暮
し
の
人
達
を
少
し
で
も
救
上
げ
た
い
」（
同
、
三
七
頁
）
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
っ
た
。
岩
伍
は
喜
和
に
対
し
て
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。

「
お
前
は
知
る
ま
い
が
、
裏
町
の
長
屋
に
は
今こ

ん

日に
ち

の
口
過
ぎ
に
も
困
る
人
間
が
ど
つ
さ
り
居
る
。
親
の
困
窮
を
見
て
、
娘
が
我
が
身
を

売
つ
て
で
も
助
け
る
の
は
こ
れ
は
当
然
の
事
。
さ
う
い
ふ
と
き
、
紹
介
人
の
働
き
が
無
う
て
は
貧
乏
人
は
浮
び
上
れ
ま
い
。
云
う
て

み
り
や
こ
れ
は
人
助
け
の
仕
事
か
も
知
れ
ん
。」（
同
、
三
八
頁
）
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右
の
よ
う
な
発
言
は
偽
善
的
に
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
岩
伍
は
、
し
ば
し
ば
損
得
勘
定
を
二
の
次
に
し
て
「
遊
女
」
の
面
倒
を
見
る
。『
岩

伍
覚
え
書
』
に
お
い
て
、
岩
伍
は
「
本
人
の
前
借
に
余
程
余
裕
の
あ
る
場
合
を
別
に
し
て
、
よ
ん
ど
こ
ろ
の
な
い
身
売
り
の
妓
供
か
ら
は
、

手
数
料
は
一
銭
た
り
と
も
も
ら
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
」（『
全
集
』
第
四
巻
、
一
七
│
一
八
頁
）
と
断
言
し
て
い
る
。『
寒
椿
』
一
章
に
は
、

「
仕
込
み
の
子
」
の
一
人
で
あ
る
澄
子
が
山
海
楼
か
ら
巽
楼
に
住
み
替
え
る
時
、「
お
父
さ
ん
」
が
最
初
に
澄
子
を
引
き
受
け
た
時
の
「
身

代
金
三
百
円
の
貸
金
証
文
」
を
「
ち
り
ぢ
り
に
引
き
裂
い
て
傍
ら
の
火
鉢
に
く
べ
」、「
さ
、
こ
れ
で
お
前
は
儂
に
一
文
の
借
金
も
な
い
身

に
な
っ
た
。
あ
と
あ
と
気
兼
ね
は
要
ら
ん
」
と
言
い
渡
す
場
面
が
あ
る
（
同
、
二
〇
四
頁
）。
澄
子
は
巽
楼
に
住
み
替
え
て
か
ら
「
お
父
さ

ん
」
の
良
心
的
態
度
の
有
り
難
み
を
身
に
し
み
て
感
じ
る
。

『
櫂
』
に
は
、
喜
和
が
「
仕
込
み
の
子
」
に
対
す
る
岩
伍
の
情
け
深
い
態
度
を
ふ
ま
え
て
、「
男
の
三
十
四
十
を
「
情じ

や
う

ざ
か
り
」
と
云
ひ
、

女
房
以
外
の
女
に
ま
で
情
を
掛
け
易
く
な
る
状
態
を
さ
う
云
ふ
け
れ
ど
、
岩
伍
の
場
合
は
三
十
四
十
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
一
生
殆
ど
情
ざ

か
り
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
考
え
る
場
面
も
あ
る
（『
全
集
』
第
一
巻
、
二
九
六
│
二
九
七
頁
）。

だ
か
ら
と
い
っ
て
喜
和
は
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
を
「
人
助
け
」
と
み
な
す
岩
伍
の
考
え
方
に
共
感
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
「
素

人
の
出
」
の
喜
和
に
は
、
娘
が
身
売
り
し
て
貧
し
い
家
族
を
養
う
こ
と
を
「
当
然
の
事
」
だ
と
は
思
え
な
か
っ
た
。
喜
和
の
実
家
は
慎
ま

し
い
古
物
商
で
あ
り
、「
商
売
枯
れ
の
時
期
な
ど
、
朝
飯
は
麦
の
粥
に
醤し

よ

油い

の
実
だ
け
が
ず
つ
と
続
」
く
こ
と
さ
え
あ
っ
た
が
、「
自
分
が

身
売
し
て
家
を
救
は
う
な
ど
と
考
へ
た
事
も
な
か
つ
た
し
、（
略
）
梅
﹇
喜
和
の
母
│
引
用
者
注
﹈
も
さ
う
い
ふ
親
孝
行
の
望
み
を
喜
和
に

抱
い
た
事
は
恐
ら
く
な
か
つ
た
」（
同
、
三
八
頁
）。
そ
の
た
め
、
岩
伍
が
裏
長
屋
に
住
む
お
巻
さ
ん
の
娘
の
豊
美
を
陽
暉
楼
に
世
話
し
た

時
、
喜
和
は
、
お
巻
さ
ん
が
「
顔
見
世
」
の
た
め
に
「
悪
び
れ
も
せ
ず
」
豊
美
を
店
に
連
れ
て
来
て
、「
遊
山
か
何
ぞ
の
打
合
せ
の
や
う
に

楽
し
げ
」
に
話
す
様
子
を
見
て
、「
こ
の
ひ
と
は
我
が
子
を
売
つ
て
嬉
し
い
の
で
あ
ら
う
か
、
と
呆
れ
」、
お
巻
さ
ん
を
「
ひ
と
り
で
に
詰な

じ
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る
や
う
な
目
付
き
」
で
凝
視
す
る
（
同
、
四
九
│
五
〇
頁
）。

も
っ
と
も
、
親
が
娘
を
身
売
り
す
る
最
大
の
原
因
は
家
庭
の
経
済
的
困
窮
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
風
邪
が
流
行
し
た
時
、
岩
伍
は
喜
和
に

裏
長
屋
に
住
む
お
巻
さ
ん
の
元
に
米
一
升
を
届
け
る
よ
う
言
い
つ
け
る
の
だ
が
、
裏
長
屋
を
訪
れ
た
喜
和
は
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
の
困
難

な
暮
ら
し
ぶ
り
を
目
の
当
た
り
に
し
て
怖
気
を
ふ
る
い
、
逃
げ
帰
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
経
験
か
ら
、
喜
和
は
「
似
非
貧
乏
人
の
や
は
な
暮

し
振
り
な
ど
ど
て
も
傍
へ
も
寄
れ
ぬ
こ
と
」（
同
、
六
〇
頁
）
を
思
い
知
る
。『
寒
椿
』
で
は
、
悦
子
の
視
点
か
ら
、「
仕
込
み
の
子
」
の
貞

子
の
実
家
が
あ
る
裏
長
屋
の
貧
困
の
す
さ
ま
じ
さ
が
、「
じ
ゅ
く
じ
ゅ
く
と
腐
り
か
け
た
と
ぶ
板
を
跨
い
で
入
っ
て
ゆ
く
こ
の
貧
民
長
屋

は
、
鼻
が
ひ
ん
曲
る
ほ
ど
の
悪
臭
と
汚お

穢わ
い

に
充
ち
、
悦
子
は
初
め
て
こ
の
壁
の
落
ち
た
一
間
き
り
の
暮
し
と
云
う
も
の
を
見
た
し
、
襤ぼ

褸ろ

を
被
っ
て
寝
て
い
る
病
人
や
、
戸
口
の
脇
に
溢
れ
た
小
便
桶
と
竈か

ま
ど

が
並
ん
で
い
る
の
も
見
て
強
い
衝
撃
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
」（『
全

集
』
第
四
巻
、
三
三
四
頁
）
と
描
写
さ
れ
る
。

ち
な
み
に
、『
櫂
』
で
は
岩
伍
が
金
銭
に
執
着
を
持
た
な
い
人
物
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、『
岩
伍
覚
え
書
』
で
は
、
語
り
手

の
岩
伍
が
「
こ
れ
ま
で
稼
い
だ
金
は
ほ
と
ん
ど
右
左
裏
町
の
人
達
の
た
め
に
使
っ
て
ま
い
り
ま
し
て
、
己
の
貯
え
と
云
う
さ
も
し
い
金
の

持
ち
合
わ
せ
が
御
座
い
ま
せ
ん
」（
同
、
三
四
頁
）
と
述
べ
る
場
面
が
あ
る
。
他
方
で
、
綾
子
の
視
点
で
書
か
れ
る
『
春
燈
』
や
『
朱
夏
』

か
ら
判
断
す
る
限
り
、
富
田
家
は
控
え
め
に
言
っ
て
も
中
流
以
上
の
裕
福
な
生
活
を
享
受
し
て
い
る
。
し
か
も
、「
満
州
」
で
極
貧
の
生
活

を
経
験
す
る
ま
で
綾
子
は
そ
う
し
た
生
活
を
自
明
の
も
の
と
考
え
て
い
た＊

12
。
生
ま
れ
た
時
か
ら
「
お
嬢
さ
ん
」
と
し
て
育
っ
た
綾
子
ほ
ど

で
は
な
い
に
せ
よ
、
離
婚
す
る
ま
で
喜
和
も
人
並
み
以
上
の
生
活
を
享
受
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
喜
和
が
「
女
衒
」
の
妻
で

あ
る
こ
と
に
対
し
て
強
い
罪
悪
感
を
表
明
す
る
こ
と
は
気
休
め
と
も
感
じ
ら
れ
る
。

他
方
で
、「
玄
人
」
の
世
界
に
対
す
る
喜
和
の
嫌
悪
に
は
金
銭
と
性
に
ま
み
れ
た
世
界
に
対
す
る
忌
避
感
も
混
じ
っ
て
い
る
。
次
男
の
健
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太
郎
が
中
学
校
三
年
生
に
な
っ
て
か
ら
「
素
行
の
乱
れ
」
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
喜
和
は
健
太
郎
の
担
任
か
ら
呼
び
出
し
を
受
る
の
だ

が
、
そ
の
際
、
担
任
が
「
お
宅
の
お
仕
事
柄
」
と
い
う
言
葉
を
口
に
し
た
こ
と
に
強
く
反
発
す
る
。

や
が
て
喜
和
は
、
頻
繁
に
外
泊
す
る
よ
う
に
な
っ
た
健
太
郎
が
、「
親
ほ
ど
も
年
上
の
酌
婦
上
り
の
年
増
」
の
ハ
ル
と
交
際
し
て
い
る
こ

と
を
知
る
。
そ
こ
で
喜
和
は
、
健
太
郎
の
「
素
行
の
乱
れ
」
が
、
岩
伍
と
取
引
関
係
の
あ
る
楼
主
た
ち
か
ら
「
富
田
の
若
さ
ん
」
と
声
を

か
け
ら
れ
、「「
お
ひ
と
つ
い
か
が
？
」
の
勧
め
を
鷹
揚
に
受
付
け
た
と
こ
ろ
」
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
を
持
つ
よ
う

に
な
る
（
同
、
一
八
九
頁
）。
結
局
、
健
太
郎
は
四
年
生
に
進
級
す
る
前
に
退
学
処
分
と
な
り
、
大
阪
の
下
駄
屋
の
職
人
の
丁
稚
奉
公
に
出

る
も
の
の
長
続
き
し
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
陽
暉
楼
の
お
抱
え
運
転
手
の
職
を
得
て
真
面
目
に
仕
事
に
励
む
よ
う
に
な
り
、
周
囲
か

ら
上
々
の
評
判
を
得
る
ま
で
に
な
る
。
喜
和
は
、
そ
の
こ
と
に
安
堵
し
つ
つ
も
、「
子
供
だ
け
は
堅
気
な
仕
事
を
持
た
せ
た
か
つ
た
」
と
思

わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
（
同
、
二
三
六
頁
）。

つ
ま
り
、
喜
和
は
「
玄
人
」
の
世
界
を
堕
落
し
た
世
界
と
し
て
捉
え
る
か
ら
こ
そ
、
自
身
や
子
供
た
ち
を
「
素
人
」
の
世
界
に
囲
い
込

む
こ
と
に
躍
起
に
な
る
。
次
節
で
見
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
態
度
は
喜
和
の
娘
の
綾
子
に
も
共
通
し
て
い
る
。

五

綾
子
・
悦
子
│
「
女
衒
」
の
娘

本
節
で
は
、『
春
燈
』
と
『
寒
椿
』
を
中
心
と
し
て
、
綾
子
・
悦
子
が
「
素
人
／
玄
人
」
の
境
界
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
を
考

察
す
る
。
先
述
の
と
お
り
、『
春
燈
』
は
、
宮
尾
を
モ
デ
ル
と
す
る
綾
子
が
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
を
営
む
家
庭
で
子
供
時
代
を
過
ご
し
、
女
学

校
卒
業
後
に
国
民
学
校
の
代
用
教
員
と
な
る
ま
で
を
描
く
作
品
で
あ
る
。『
寒
椿
』
は
、
宮
尾
を
モ
デ
ル
と
す
る
悦
子
が
小
学
校
時
代
に
一
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つ
屋
根
の
下
で
暮
ら
し
た
四
人
の
「
仕
込
み
の
子
」
の
人
生
を
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
で
描
く
物
語
で
あ
る
。

『
春
燈
』
に
よ
れ
ば
、
綾
子
が
小
学
校
二
年
生
に
な
る
頃
、
綾
子
の
家
族
は
緑
町
か
ら
岩
伍
の
取
引
先
の
陽
暉
楼
に
近
い
「
海
岸
通
り
」

に
転
居
し
た＊

13
。
転
居
後
ま
も
な
く
「
一
つ
か
ら
三
つ
ま
で
年
上
の
」
四
人
の
「
仕
込
み
の
子
」
が
家
に
や
っ
て
来
て
綾
子
と
同
居
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
綾
子
は
「
仕
込
み
の
子
」
た
ち
と
一
緒
に
学
校
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
。

綾
子
は
、
ま
も
な
く
こ
の
家
に
や
っ
て
来
た
一
つ
か
ら
三
つ
ま
で
年
上
の
四
人
の
仕
込
み
っ
子
た
ち
と
一
緒
に
毎
日
学
校
へ
通
う
よ

う
に
な
っ
た
が
、
道
は
料
亭
陽
暉
楼
の
わ
き
の
坂
を
下
っ
て
遊
廓
、
稲
荷
新
地
を
突
っ
切
り
、
電
車
道
に
沿
っ
て
ゆ
く
の
が
近
道
と

あ
っ
て
、
軒
を
並
べ
た
妓
楼
の
裏
を
抜
け
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
夏
な
ど
、
開
け
放
っ
た
小
部
屋
で
赤
い
蒲
団
に
客
と
一
緒
に
寝
て

い
る
女
性
た
ち
の
、
ほ
と
ん
ど
枕
許
に
近
い
細
道
を
通
り
な
が
ら
綾
子
は
そ
っ
ち
側
へ
決
し
て
視
線
を
向
け
な
か
っ
た
。

遊
廓
が
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
か
知
る
よ
し
も
な
い
け
れ
ど
、
緑
町
の
頃
の
、
家
に
屯
ろ
し
て
い
た
寄
食
人
や
男
衆
た
ち
が
あ
る
と

き
突
然
、
み
だ
ら
な
表
情
を
浮
べ
る
折
が
あ
る
の
を
本
能
と
し
て
嗅
ぎ
知
っ
て
お
り
、
遊
廓
の
金
網
の
な
か
の
、
ま
る
で
動
物
園
の

よ
う
な
檻
の
な
か
に
入
っ
て
い
る
女
性
は
、
男
の
そ
の
欲
望
的
な
目
の
い
ろ
と
関
わ
り
が
あ
る
ら
し
い
と
だ
け
は
判
る
。
綾
子
だ
け

で
な
く
将
来
そ
の
女
性
と
似
た
運
命
を
辿
る
家
の
仕
込
み
っ
子
た
ち
も
そ
ん
な
話
は
誰
も
し
な
か
っ
た
し
、
綾
子
同
様
、
小
部
屋
の

な
か
を
の
ぞ
き
込
み
も
し
な
か
っ
た
（『
全
集
』
第
二
巻
、
三
九
│
四
〇
頁
）。

右
の
引
用
か
ら
、
綾
子
が
物
理
的
に
は
遊
廓
の
内
に
足
を
踏
み
入
れ
な
が
ら
、
遊
廓
の
内
と
外
を
区
別
す
る
境
界
を
強
く
意
識
し
、
遊

廓
の
外
に
身
を
置
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
な
お
『
寒
椿
』
に
は
、
悦
子
の
家
（
松
崎
）
の
周
辺
の
様
子
が
、「
播
磨
屋
橋
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か
ら
南
、
鏡
川
に
か
け
て
の
界
隈
に
は
山
海
楼
、
巴
楼
、
蓼
乃
家
、
末
広
亭
な
ど
の
大
き
な
料
理
屋
と
高
知
検
番
が
あ
っ
て
、
そ
の
あ
い

だ
を
埋
め
る
よ
う
に
大
正
の
子
方
屋
が
軒
を
並
べ
て
い
る
」
と
書
か
れ
て
お
り
（『
全
集
』
第
四
巻
、
一
九
八
頁
）、
悦
子
の
家
（
松
崎
）

が
花
街
の
た
だ
中
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
他
方
で
、
松
崎
に
つ
い
て
は
、「
家
の
造
り
か
ら
し
て
素
人
家
だ
っ
た
」（
同
、

一
九
八
頁
）、「
よ
そ
の
子
方
屋
か
ら
松
崎
の
素
人
商
売
、
と
笑
わ
れ
る
ほ
ど
五
人
が
仲
睦
ま
じ
か
っ
た
」（
同
、
二
〇
〇
頁
）
と
記
さ
れ
て

い
る
。
も
っ
と
も
、
四
人
の
「
仕
込
み
の
子
」
は
芸
妓
に
な
る
た
め
の
稽
古
を
始
め
て
お
り
、
す
で
に
「
玄
人
」
の
世
界
に
足
を
踏
み
入

れ
て
い
た
。

悦
子
と
仕
込
み
の
子
た
ち
の
違
い
と
云
え
ば
、
仕
込
み
っ
子
た
ち
は
一
に
稽
古
、
悦
子
は
勉
強
と
定
め
ら
れ
て
い
る
事
で
、
澄
子
た

ち
は
近
く
の
第
一
小
学
校
か
ら
年
中
早
退
扱
い
で
も
っ
て
昼
ま
で
で
戻
る
と
、
お
母
さ
ん
に
長
袖
の
着
物
を
出
し
て
貰
っ
て
毎
日
舞

と
三
味
線
の
稽
古
に
通
う
。
四
人
の
子
が
二
階
で
い
っ
せ
い
に
三
味
線
の
お
浚
い
な
ど
始
め
る
と
、
一
人
ぼ
っ
ち
の
嫌
い
な
悦
子
が

寄
っ
て
来
て
触
っ
た
り
声
を
出
し
た
り
し
て
邪
魔
を
す
る
と
き
、
四
人
は
四
人
と
も
威
張
っ
て
、

「
こ
ら
っ
、
悦
子
」

と
頭
か
ら
け
ん
た
い
で
怒
鳴
り
、
そ
れ
で
も
止
め
な
い
と
き
は
澄
子
が
代
表
で
、

「
お
母
さ
あ
ん
」

と
大
声
を
挙
げ
、

「
悦
ち
ゃ
ん
が
う
ち
ら
の
稽
古
の
邪
魔
す
る
も
の
。
怒
っ
て
頂
戴
」

と
云
い
上
げ
に
駈
け
出
し
て
ゆ
く
。（
同
、
一
九
九
│
二
〇
〇
頁
）
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こ
の
よ
う
に
「
素
人
／
玄
人
」
の
境
界
は
松
崎
（
自
伝
四
部
作
で
は
富
田
）
の
家
の
内
部
に
も
存
在
し
て
い
る
が
、「
お
父
さ
ん
」（
岩

伍
）
は
悦
子
（
綾
子
）
と
「
仕
込
み
の
子
」
を
努
め
て
平
等
に
扱
お
う
と
し
た
。「
お
父
さ
ん
」
は
悦
子
と
「
仕
込
み
の
子
」
に
同
額
の
小

遣
い
を
与
え
、
同
じ
食
事
の
菜
を
与
え
、
子
供
同
士
で
寝
る
よ
う
に
言
い
つ
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
素
人
／
玄
人
」
の
境
界
に
こ
だ
わ

る
「
お
母
さ
ん
」（
喜
和
）
は
岩
伍
の
方
針
に
従
わ
ず
、
悦
子
（
綾
子
）
を
特
別
扱
い
し
た
。『
春
燈
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

以
前
、
仕
込
み
っ
子
四
人
が
家
に
い
た
頃
、
岩
伍
は
つ
ね
に
、
綾
子
も
四
人
と
平
等
、
と
い
い
、
小
遣
い
の
高
も
一
緒
な
ら
自
分
の

部
屋
の
掃
除
も
同
じ
よ
う
に
、
寝
る
の
も
子
供
同
士
、
と
命
じ
た
が
、
何
し
ろ
ほ
と
ん
ど
家
に
は
い
な
い
岩
伍
の
言
葉
は
、
喜
和
の

「
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
、
綾
子
が
む
ご
い
」
の
思
い
の
た
め
に
、
大
て
い
守
ら
れ
な
か
っ
た
。
日
曜
の
朝
、
四
人
と
と
も
に
綾
子
も

雑
巾
が
け
を
し
よ
う
と
す
る
と
、
喜
和
は
い
つ
も
目
く
ば
せ
を
し
て
と
ど
め
、
夜
、
皆
の
寝
床
へ
も
ぐ
り
込
ん
で
い
る
と
、
必
ず
起

し
に
や
っ
て
く
る
（『
全
集
』
第
二
巻
、
一
二
三
頁
）。

『
寒
椿
』
で
は
、
悦
子
を
「
特
別
扱
い
」
す
る
「
お
母
さ
ん
」
の
態
度
が
「
仕
込
み
の
子
」
の
視
点
か
ら
批
判
的
に
捉
え
返
さ
れ
る
。
二

章
で
は
、
山
海
楼
か
ら
「
満
州
」
の
大
斗
楼
に
住
み
替
え
す
る
ま
で
松
崎
に
滞
在
し
た
民
江
が
、「
お
母
さ
ん
」
が
女
学
校
入
学
試
験
を
控

え
た
悦
子
に
か
か
り
き
り
に
な
っ
て
い
る
様
子
を
目
に
し
て
苛
立
ち
を
覚
え
、
か
つ
て
の
差
別
待
遇
を
思
い
起
こ
す
場
面
も
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
悦
子
（
綾
子
）
は
自
身
と
「
仕
込
み
の
子
」
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。『
櫂
』
で
は
喜
和
の
視
点

か
ら
、「
仕
込
み
の
子
」
た
ち
が
家
に
来
た
時
、「
家
中
で
一
番
喜
ん
で
迎
へ
た
」
の
が
綾
子
で
あ
っ
た
こ
と
、
五
人
が
集
ま
る
と
「
仔
犬

が
じ
や
れ
合
う
よ
う
」
に
仲
良
く
遊
ん
で
い
る
こ
と
、
綾
子
が
喜
和
よ
り
も
「
仕
込
み
の
子
」
と
眠
る
の
を
好
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
が
語
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ら
れ
る
。

他
方
で
『
春
燈
』
で
は
、
綾
子
の
視
点
か
ら
、「
姉
妹
は
仲
良
く
、
一
つ
の
も
の
は
平
等
に
分
け
て
、
苦
し
い
こ
と
は
助
け
合
う
て
、
お

互
い
の
悪
口
を
い
わ
ん
よ
う
に
」
と
い
う
岩
伍
の
言
葉
に
つ
い
て
、「
少
し
も
身
に
沁
み
な
か
っ
た
」
と
回
想
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、「
自
分

は
こ
の
家
の
主
人
の
娘
で
、将
来
芸
者
に
な
る
仕
込
み
っ
子
と
は
姉
妹
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
、と
い
つ
も
思
っ
た
」こ
と
が
暴
露
さ
れ
る（『
全

集
』
第
二
巻
、
一
七
二
頁
）。

と
は
い
え
、
当
時
の
綾
子
は
芸
者
が
何
で
あ
る
の
か
を
理
解
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
し
、「
仕
込
み
の
子
」
た
ち
が
「
み
じ
め
だ

と
か
、
む
ご
い
と
か
の
感
想
を
持
っ
た
こ
と
は
な
い
し
、
そ
の
身
の
上
を
嫌
悪
し
た
と
い
う
覚
え
も
な
」
か
っ
た
（
同
、
九
三
頁
）。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
綾
子
は
「
こ
う
い
う
家
に
育
っ
た
子
の
極
め
て
本
能
的
な
警
戒
心
」
か
ら
「
芸
者
に
な
る
こ
と
」
を
「
身
震
い
す
る
ほ
ど

恐
ろ
し
い
」
と
感
じ
て
い
た
（
同
、
九
三
│
九
四
頁
）。
逆
に
言
え
ば
、
綾
子
は
、
芸
妓
や
娼
妓
の
仕
事
に
つ
い
て
知
る
以
前
か
ら
「
素
人
／

玄
人
」
の
境
界
を
内
面
化
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
綾
子
は
、
一
つ
屋
根
の
下
で
生
活
す
る
「
仕
込
み
の
子
」
が
、
い
ず

れ
「
玄
人
」
の
世
界
で
生
き
る
こ
と
を
十
分
に
理
解
し
て
い
た
。

他
方
で
、
綾
子
（
悦
子
）
は
、
成
長
す
る
に
つ
れ
て
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
の
家
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
た
こ
と
を
恥
じ
る
よ
う
に
な
る
。
最

初
の
き
っ
か
け
は
小
学
校
二
年
生
の
時
の
家
庭
訪
問
だ
っ
た
。
綾
子
は
、
担
任
の
先
生
が
店
の
看
板
を
目
に
と
め
、「
バ
ン
カ
ン
が
見
え
る

よ
る
、
バ
ン
カ
ン
が
見
え
よ
る
」
と
繰
り
返
す
の
聞
き
、「
先
生
の
言
葉
の
奥
底
に
ひ
そ
ん
で
い
る
も
の
を
敏
感
に
感
じ
取
り
、
あ
あ
や
っ

ぱ
り
そ
う
だ
っ
た
の
か
」
と
合
点
す
る
（
同
、
四
一
│
四
二
頁
）。
次
の
き
っ
か
け
は
、
第
一
高
女
の
入
試
に
失
敗
し
た
時
、
入
試
に
パ
ス

し
た
友
人
の
山
原
好
子
か
ら
、
綾
子
が
不
合
格
に
な
っ
た
の
は
家
の
商
売
が
原
因
だ
と
聞
か
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
女
師
付
属
時

代
に
な
る
と
、
綾
子
は
「
今
日
お
前
の
受
持
の
中
西
先
生
が
お
い
で
つ
か
さ
れ
た
。
先
生
も
お
前
に
は
困
り
入
っ
て
お
ら
れ
る
そ
う
な
」
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（
同
、
一
八
七
頁
）
と
い
う
岩
伍
の
言
葉
か
ら
、
中
西
先
生
が
「
お
宅
の
ご
職
業
が
ご
職
業
で
す
か
ら
」（
同
、
一
八
八
頁
）
と
い
う
言
葉

を
連
発
し
つ
つ
自
分
の
反
抗
的
な
態
度
を
岩
伍
に
報
告
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
健
太
郎
の
中
学
校
の
担
任
が

健
太
郎
の
「
素
行
の
乱
れ
」
に
つ
い
て
喜
世
に
報
告
す
る
際
、「
お
宅
の
お
仕
事
柄
」
と
い
う
言
葉
を
発
し
た
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

つ
ま
り
、
綾
子
や
喜
和
が
ど
れ
ほ
ど
自
身
を
「
素
人
」
の
側
に
位
置
づ
け
よ
う
と
も
、
他
人
の
目
か
ら
見
れ
ば
、「
女
衒
」
の
家
族
で
あ
る

綾
子
と
喜
和
は
「
玄
人
」
の
世
界
の
住
人
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

『
寒
椿
』
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
経
験
が
重
な
る
に
つ
れ
て
、
悦
子
に
は
「
四
人
の
仕
込
み
っ
子
と
一
緒
に
住
み
、
一
緒
に
育
っ
た
自
分

の
境
遇
を
ま
わ
り
に
隠
し
た
い
思
い
」
が
募
っ
て
い
っ
た
（『
全
集
』
第
四
巻
、
二
七
一
頁
）。『
寒
椿
』
第
三
章
で
は
、「
満
州
」
か
ら
は

る
ば
る
結
婚
祝
い
に
帯
と
帯
〆
を
届
け
て
く
れ
貞
子
に
対
し
て
す
げ
な
い
態
度
を
と
っ
た
こ
と
が
後
悔
の
念
と
共
に
回
想
さ
れ
る
。
五
〇

代
の
悦
子
は
そ
の
理
由
の
一
つ
を
、「
嫁
ぐ
相
手
の
家
が
堅
い
職
業
で
あ
る
故
に
、芸
妓
な
ど
か
ら
祝
い
品
を
貰
い
た
く
な
い
気
持
」に
あ
っ

た
と
し
て
い
る
（
同
、
三
二
九
頁
）。

そ
も
そ
も
、
悦
子
が
結
婚
を
急
い
だ
理
由
は
「
松
崎
の
家
業
か
ら
逃
れ
た
さ
一
心
」（
同
、
三
三
〇
頁
）
だ
っ
た
。『
春
燈
』
で
は
、
元

同
僚
の
三
好
先
生
か
ら
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
受
け
た
際
の
綾
子
の
思
い
が
、「
三
好
先
生
な
ら
ち
ょ
う
ど
よ
い
、職
業
は
教
師
だ
し
、家
は
農
業
、

こ
れ
ほ
ど
堅
い
場
所
に
か
く
ま
っ
て
も
ら
え
ば
こ
れ
か
ら
生
涯
、
誰
が
自
分
を
忌
わ
し
い
家
業
の
娘
と
思
う
だ
ろ
う
」（『
全
集
』
第
二
巻
、

三
六
七
頁
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
綾
子
（
悦
子
）
は
結
婚
と
い
う
手
段
を
通
じ
て
、
自
ら
を
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
を
営
む
父
親
と

家
、
即
ち
「
玄
人
」
の
世
界
か
ら
切
り
離
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

他
方
で
、
宮
尾
の
自
伝
的
作
品
に
は
、
少
女
時
代
の
自
分
と
「
仕
込
み
の
子
」
の
関
係
を
反
省
的
に
捉
え
直
す
姿
勢
も
見
ら
れ
る
。『
寒

椿
』
で
は
、
五
〇
代
に
な
っ
た
悦
子
の
観
点
か
ら
「
仕
込
み
の
子
」
に
対
す
る
自
責
の
念
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
明
さ
れ
る
。
悦
子
は
四
人
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の
「
仕
込
み
の
子
」
と
暮
ら
し
た
「
小
学
校
一
年
か
ら
五
年
ま
で
の
歳
月
」
を
「
ひ
と
つ
ひ
と
つ
手
繰
っ
て
ゆ
け
ば
懐
か
し
い
と
い
う
よ

り
は
痛
さ
に
似
た
感
情
が
先
に
立
っ
て
来
る
」
と
述
べ
、「
た
だ
で
さ
え
幸
せ
の
薄
い
彼
女
た
ち
に
、
何
の
弁
え
も
な
か
っ
た
子
供
の
悦
子

が
辛
く
当
り
は
し
な
か
っ
た
か
と
い
う
疑
い
」
を
表
明
し
、「
彼
女
た
ち
に
恨
ま
れ
れ
ば
恨
ま
れ
る
だ
け
の
根
拠
は
充
分
あ
る
」（『
全
集
』

第
四
巻
、
二
四
二
頁
）
と
吐
露
す
る
。

も
っ
と
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
悦
子
が
「
素
人
／
玄
人
」
の
境
界
そ
の
も
の
を
相
対
化
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。『
寒
椿
』
第
一
章

に
は
、
澄
子
が
階
段
か
ら
落
ち
て
大
怪
我
を
し
た
と
い
う
報
せ
を
聞
い
た
悦
子
が
東
京
か
ら
見
舞
い
に
か
け
つ
け
る
場
面
が
あ
る
。
タ
ク

シ
ー
で
病
院
に
向
か
う
途
中
、「
も
し
澄
子
た
ち
四
人
が
普
通
の
家
に
生
れ
て
い
て
芸
妓
商
売
な
ど
す
る
事
が
な
か
っ
た
ら
、
今
頃
は
果
し

て
ど
ん
な
暮
し
を
し
て
い
た
ろ
う
か
」（
同
、
二
五
〇
頁
）
と
い
う
思
い
が
何
度
も
悦
子
の
頭
を
よ
ぎ
る
。
他
方
で
、
悦
子
は
、「
自
分
が

彼
女
た
ち
の
立
場
で
な
く
、
ま
だ
し
も
松
崎
の
子
で
よ
か
っ
た
」、「
こ
れ
ま
で
の
浮
き
沈
み
の
あ
い
だ
に
は
手
段
を
選
ば
ず
金
の
欲
し
い

時
期
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、ど
う
堕
ち
て
も
男
相
手
の
商
売
だ
け
は
固
く
す
ま
い
、と
思
い
、ま
た
そ
れ
を
通
せ
る
だ
け
の
運
の
よ
さ
が
あ
っ

た
の
は
、
昔
か
ら
世
の
中
に
お
け
る
彼
女
た
ち
の
み
じ
め
な
位
置
が
頭
に
沁
み
込
ん
で
い
た
為
で
も
あ
っ
た
ろ
う
」
と
考
え
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
（
同
、
二
五
〇
頁
）。

つ
ま
り
、
悦
子
に
お
い
て
「
遊
女
」
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
「
仕
込
み
の
子
」
に
対
す
る
同
情
と
、
自
ら
が
「
遊
女
」
に
な
ら
ず

に
す
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
の
安
堵
の
気
持
ち
は
表
裏
一
体
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
根
底
に
は
、
女
性
の
運
命
は
「
遊
女
」
に
な
る
か
ど

う
か
に
よ
っ
て
二
分
さ
れ
る
と
い
う
強
い
思
い
込
み
が
抜
き
が
た
く
存
在
す
る
。「
素
人
／
玄
人
」
の
二
分
法
は
悦
子
の
心
の
中
に
揺
る

ぎ
な
い
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
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六

岩
伍
・
健
太
郎
│
「
女
衒
」
と
そ
の
息
子

本
節
で
は
、
ま
ず
「
女
衒
」
で
あ
る
岩
伍
に
よ
る
「
素
人
／
玄
人
」
の
境
界
を
め
ぐ
る
認
識
に
つ
い
て
、
喜
和
や
綾
子
（
悦
子
）
と
の

比
較
を
交
え
つ
つ
検
討
す
る
。
そ
の
後
、
健
太
郎
が
「
女
衒
」
に
な
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
同
じ
く
「
女
衒
」
の
子
で
あ
る
綾
子
と
の

差
異
を
ふ
ま
え
つ
つ
考
察
す
る
。

四
節
で
論
じ
た
と
お
り
、
岩
伍
は
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
に
「
人
助
け
」
の
意
義
を
見
出
し
て
い
た
。『
岩
伍
覚
え
書
』
で
は
、
芸
妓
娼
妓
紹

介
業
の
存
在
意
義
が
廃
娼
運
動
の
批
判
を
交
え
つ
つ
雄
弁
に
語
ら
れ
て
い
る
。

私
と
て
芸
妓
娼
妓
が
決
し
て
い
い
職
業
だ
と
は
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
高
知
市
の
貧
民
窟
と
具つ

ぶ

さ
に
関
わ
り
あ
っ
た
経
験
の
あ

る
人
間
な
ら
、
こ
の
実
状
の
な
か
で
廃
娼
運
動
を
唱
え
る
の
は
、
貧
乏
人
は
皆
首
を
縊
っ
て
死
ね
、
と
云
う
に
等
し
い
事
が
お
判
り

で
御
座
い
ま
し
ょ
う
。

（
中
略
）

私
、
く
ど
う
は
御
座
い
ま
す
が
、
人
様
か
ら
卑
し
め
ら
れ
る
と
は
知
り
な
が
ら
こ
う
云
う
職
に
つ
き
ま
し
た
の
も
、
い
さ
さ
か
考

え
る
と
こ
ろ
が
御
座
い
ま
す
故
で
、
そ
れ
は
家
の
た
め
親
の
た
め
止
む
な
く
身
を
落
す
女
達
に
少
し
で
も
い
い
条
件
が
当
り
ま
す
よ

う
、
か
つ
は
阿
漕
な
雇
い
主
の
監
視
と
云
う
考
え
も
加
わ
っ
て
お
り
ま
し
て
、
及
ば
ず
な
が
ら
今
日
ま
で
非
力
の
腕
を
振ふ

る

っ
て
ま
い

り
ま
し
た
（『
全
集
』
第
四
巻
、
三
二
頁
）。
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売
春
が
貧
困
女
性
に
と
っ
て
の
命
綱
で
あ
り
必
要
悪
だ
と
い
う
の
は
今
日
で
も
耳
に
す
る
、
あ
り
ふ
れ
た
主
張
で
あ
る
が
、
売
春
業
者

に
よ
る
自
己
正
当
化
の
論
理
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い＊

14
。
も
ち
ろ
ん
前
述
の
と
お
り
、
岩
伍
が
良
心
的
な
「
女
衒
」
で
あ

る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
た
と
え
極
度
に
搾
取
的
で
な
い
に
し
て
も
、
岩
伍
に
と
っ
て
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
は
営
利
目
的
の
ビ

ジ
ネ
ス
で
あ
る
し
、『
寒
椿
』
や
『
岩
伍
覚
え
書
』
等
に
描
か
れ
る
芸
娼
妓
の
状
況
は
極
め
て
過
酷
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
判
断
し
て
、

芸
妓
娼
妓
紹
介
業
が
「
人
助
け
」
だ
と
す
る
岩
伍
の
主
張
は
〈
女
衒
〉
に
よ
る
自
己
正
当
化
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

他
方
で
、
岩
伍
に
お
い
て
「
素
人
」
と
「
玄
人
」
を
差
別
化
す
る
姿
勢
は
強
く
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
岩

伍
（「
お
父
さ
ん
」）
は
綾
子
（
悦
子
）
と
四
人
の
「
仕
込
み
の
子
」
を
可
能
な
限
り
平
等
に
扱
お
う
と
し
た
し
、
喜
和
の
反
対
で
実
現
し

な
か
っ
た
も
の
の
、「
仕
込
み
の
子
」
を
養
女
に
し
よ
う
と
さ
え
し
た
。

こ
の
よ
う
な
岩
伍
と
喜
和
の
間
に
見
ら
れ
る「
素
人
／
玄
人
」の
境
界
を
め
ぐ
る
認
識
の
相
違
に
つ
い
て
考
え
る
際
、「
玄
人
」の
ス
テ
ィ

グ
マ
が
性
別
に
よ
っ
て
異
な
る
意
味
を
持
つ
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
花
柳
界
に
お
け
る
「
玄
人
」
と
は
、
通
常
は
「
遊
女
」
の

こ
と
を
指
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、「
玄
人
」
の
レ
ッ
テ
ル
は
、「
男
性
」
よ
り
も
「
女
性
」
の
場
合
に
、
は
る
か
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
含
意
を
持

つ
ス
テ
ィ
グ
マ
と
し
て
機
能
す
る
。

そ
も
そ
も
、
綾
子
が
「
芸
者
に
売
ら
れ
る
」
こ
と
に
強
い
不
安
を
感
じ
て
い
た
よ
う
に
、
ま
た
五
〇
代
の
悦
子
が
「
遊
女
」
に
な
ら
ず

に
す
ん
だ
こ
と
を
安
堵
し
た
よ
う
に
、
さ
ら
に
『
岩
伍
覚
え
書
』
の
「
満
州
往
来
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
腕
利
き
の
弁
護
士
の
娘
で
あ

る
三
姉
妹
が
、
父
親
が
病
に
陥
っ
た
後
に
「
遊
女
」
と
し
て
身
売
り
さ
れ
た
よ
う
に
、
可
能
性
の
レ
ベ
ル
で
は
、
ど
ん
な
女
性
も
「
遊
女
」

に
な
り
得
る
（
も
ち
ろ
ん
、
実
際
に
は
、
女
性
が
「
遊
女
」
に
な
る
可
能
性
は
出
自
や
経
済
階
層
等
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
）。

ま
た
、「
玄
人
」
の
レ
ッ
テ
ル
は
、
性
的
に
奔
放
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
も
結
び
つ
い
て
い
る
が
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
女
性
の
場
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合
に
の
み
ス
テ
ィ
グ
マ
と
し
て
機
能
す
る
。『
春
燈
』
で
は
、
女
学
校
時
代
の
綾
子
が
異
性
に
対
し
て
徹
底
し
て
禁
欲
的
で
あ
ろ
う
と
し
た

こ
と
が
語
ら
れ
、
そ
の
理
由
が
、「
家
業
を
蔑
む
な
ら
ば
、
己
れ
を
蔑
む
に
足
る
資
格
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
資
格
と
は
、

男
に
よ
る
い
さ
さ
か
の
瑕
瑾
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
自
分
な
の
で
あ
っ
た
」（『
全
集
』
第
二
巻
、
二
五
八
頁
）
と
説
明
さ
れ
る
。
前
節
で

詳
し
く
見
た
と
お
り
、
綾
子
は
「
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
の
娘
」
と
し
て
の
レ
ッ
テ
ル
を
強
く
嫌
悪
し
て
い
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
う
し
た
綾
子
の
心
持
ち
は
、
健
太
郎
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
作
中
で
は
、
健
太
郎
が
家
業
の
芸

妓
娼
妓
紹
介
業
を
ど
う
捉
え
て
い
た
の
か
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
強
い
忌
避
感
を
持
っ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
も
し
健
太
郎
が

家
業
に
対
し
て
強
い
恥
の
意
識
を
持
ち
、
父
親
と
は
異
な
る
人
生
を
歩
も
う
と
固
く
決
意
し
て
い
た
な
ら
ば
、
中
学
校
に
お
い
て
「
素
行

の
乱
れ
」
を
理
由
に
退
学
処
分
を
受
け
る
羽
目
に
陥
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
健
太
郎
は
自
分
の
意
思
で
│
健
太
郎

と
出
会
っ
た
時
点
で
半
玉
で
あ
っ
た
も
の
の
│
「
芸
妓
」
だ
っ
た
女
性
を
妻
に
選
ん
で
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
喜
和
は
中
学
校
時
代
の
健
太
郎
が
「
親
ほ
ど
も
年
上
の
酌
婦
上
り
の
年
増
女
」
と
交
際
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
大
き
な

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
が
、
岩
伍
は
、「
健
太
郎
の
事
は
放
つ
て
置
け
。
／
男
が
何
処
に
居
つ
て
何
を
し
よ
う
が
構
ふ
事
は
な
い
。
学
業
だ
け

ち
や
ん
と
続
け
て
居
つ
た
ら
そ
れ
で
え
え
」（『
全
集
』
第
一
巻
、
一
八
八
頁
）
と
言
っ
て
、
健
太
郎
の
女
性
関
係
に
頓
着
し
な
い
。
こ
の

よ
う
な
岩
伍
の
態
度
を
喜
和
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。

女
親
が
男
の
子
を
一
点
異
性
と
し
て
見
る
目
が
あ
る
や
う
に
、
男
親
は
男
の
子
に
朋
輩
と
し
て
の
寛
大
さ
を
、
そ
れ
も
悪
事
を
分

け
持
つ
朋
輩
の
目
で
恕
し
て
で
も
ゐ
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
家
が
か
う
云
ふ
商
売
な
ら
、
健
太
郎
が
物
欲
し
げ
に
新
地
を
彷
徨

う
ろ
つ

い
て

ゐ
た
と
し
て
も
、
さ
あ
、
さ
あ
、
と
手
招
き
し
て
呼
び
上
げ
、
心
得
て
遊
ば
せ
る
の
が
顔
見
知
り
の
楼
主
た
ち
の
常
識
で
あ
り
、
そ
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の
つ
け
を
親
に
廻
す
ど
こ
ろ
か
、
万
一
聞
か
れ
て
も
知
ら
ぬ
顔
で
押
通
す
粋
の
利
か
せ
や
う
な
ら
、
岩
伍
は
岩
伍
で
、
そ
れ
と
察
し

た
楼
主
の
許
へ
、
よ
い
妓
を
選
ん
で
送
り
込
む
の
で
あ
つ
た
（
同
、
一
八
八
│
一
八
九
頁
）。

芸
妓
娼
妓
紹
介
業
者
と
楼
主
は
相
互
に
取
引
関
係
を
持
つ
「
女
衒
」
で
あ
る
が
、
芸
妓
や
娼
妓
と
「
遊
ば
せ
る
」
こ
と
が
業
者
間
の
接

待
と
な
り
得
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
も
っ
と
も
、
右
の
引
用
に
お
い
て
、
楼
主
か
ら
接
待
を
受
け
る
の
は
岩
伍
で
は
な
く
、
息
子

の
健
太
郎
で
あ
る
。
健
太
郎
は
父
親
の
取
引
相
手
の
「
女
衒
」
に
よ
っ
て
「
客
」
と
し
て
女
性
を
取
引
（
交
換
）
す
る
男
同
士
の
関
係
の

中
に
組
み
込
ま
れ
、
や
が
て
「
女
衒
」
に
な
る
。

『
岩
伍
覚
え
書
』
に
は
「
満
州
往
来
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
一
篇
が
あ
る
が
、
岩
伍
は
こ
の
作
品
の
中
で
、
日
中
戦
争
勃
発
後
に
「
満
州
」

と
の
取
引
が
始
ま
り
一
九
四
〇
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
こ
と
、
そ
の
間
に
富
田
家
は
「
満
州
」
全
域
の
妓
楼
に
多
数
の
芸
娼
妓
を
送
り
込

ん
だ
こ
と
、
長
旅
が
困
難
に
な
っ
た
岩
伍
に
代
わ
っ
て
若
い
健
太
郎
が
頻
繁
に
「
満
州
」
を
訪
問
し
た
こ
と
が
回
想
さ
れ
る
。

た
だ
こ
の
男
、
私
の
躾
が
至
り
ま
せ
ん
た
め
か
、
渡
満
す
れ
ば
必
ず
仕
事
を
忘
れ
、
楼
主
た
ち
に
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
、
浦
島
の
よ
う

に
い
く
ら
で
も
遊
び
呆
け
る
の
で
御
座
い
ま
す
。
私
の
営
業
日
誌
に
依
れ
ば
最
高
六
十
三
日
間
も
滞
在
し
、
気
の
い
い
男
で
す
故
、

そ
の
間
帳
場
を
手
伝
っ
た
り
楼
主
に
奢
ら
れ
た
り
奢
っ
た
り
で
つ
い
つ
い
腰
が
重
く
な
る
も
の
と
見
え
、
私
の
矢
継
早
の
催
促
電
報

も
犬
に
論
語
ほ
ど
の
効
き
目
も
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
気
に
な
れ
ば
一
城
を
潰
す
ほ
ど
の
豪
奢
な
遊
び
も
叶
う
と
云
う

誘
惑
的
な
満
州
で
、
三
十
を
出
た
ば
か
り
の
若
い
者
に
用
件
だ
け
で
蜻
蛉
返
り
せ
よ
、
と
ま
で
の
辛
い
事
は
申
し
ま
せ
ん
が
、
妓
楼

に
根
を
生
や
し
た
よ
う
な
仕
事
振
り
は
私
の
信
用
に
も
関
わ
ろ
う
と
云
う
も
の
で
御
座
い
ま
す
（『
全
集
』
第
四
巻
、
一
一
一
頁
）。
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右
の
引
用
中
の
「
遊
び
」
と
は
飲
食
の
み
で
な
く
、「
遊
女
」
の
性
的
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、「
女
衒
」
同
士
が
「
奢
っ
た
り
奢
ら
れ
た
り
」
す
る
関
係
は
、「
女
衒
」
が
男
性
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
右
の
引
用
は
、「
遊
び
」
好
き
の
健
太
郎
に
苦
言
を
呈
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
も
の
の
、
同
時
に
、
岩
伍
に
と
っ
て
健
太
郎
が

頼
も
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
っ
た
こ
と
も
う
か
が
わ
せ
る
。
岩
伍
が
当
初
か
ら
健
太
郎
に
家
業
を
継
が
せ
よ
う
と
考
え
て
い

た
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
が＊

15
、
若
く
し
て
楼
主
た
ち
か
ら
「
富
田
の
若
さ
ん
」
と
し
て
遇
さ
れ
た
健
太
郎
が
、
岩
伍
の
後
ろ
盾
で
あ
っ

た
主
人
が
経
営
す
る
陽
暉
楼
の
運
転
手
と
な
り
、
や
が
て
岩
伍
の
仕
事
を
手
伝
う
よ
う
に
な
る
の
は
自
然
な
流
れ
と
感
じ
ら
れ
る
。

他
方
で
、
岩
伍
は
娘
の
綾
子
を
大
学
出
の
男
性
と
結
婚
さ
せ
て
専
業
主
婦
に
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。
岩
伍
は
「
女
が
外
で
働
く
な
ぞ

も
っ
て
の
他ほ

か

。
女
は
家
を
守
り
、
え
え
子
を
育
て
、
主あ

る
じ

に
仕
え
る
の
が
道
じ
ゃ
」
と
「
事
あ
る
毎
に
口
に
し
」（『
全
集
』
第
二
巻
、
二
二

六
頁
）
て
、
綾
子
の
大
学
進
学
に
強
く
反
対
し
た
。
結
婚
相
手
の
職
業
に
つ
い
て
は
、「
月
給
取
り
や
農
業
は
富
田
家
に
は
ふ
さ
わ
し
ゅ
う

な
い
」（
同
、
三
六
八
頁
）
と
し
か
述
べ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
岩
伍
は
綾
子
を
「
玄
人
」
つ
ま
り
「
女
衒
」
の
家
庭
に
嫁
が
せ
る
つ
も

り
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

『
春
燈
』
に
は
、
綾
子
が
、
新
京
で
妓
楼
を
営
む
岩
伍
の
友
人
の
養
女
に
な
り
た
い
と
主
張
し
た
時
に
、
岩
伍
が
激
し
く
動
揺
し
て
拒
絶

の
意
思
を
示
す
場
面
が
あ
る＊

16
。
綾
子
は
、
こ
の
時
、
岩
伍
が
「
拒
否
し
た
」
理
由
に
つ
い
て
、「
娘
を
妓
楼
の
主あ

る
じ

に
し
た
く
は
な
い
と
い

う
潔
癖
感
が
ま
ず
働
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
」、「「
職
業
に
貴
賎
の
別
は
な
い
」
／
と
胸
を
張
る
く
せ
に
、
娘
だ
け
は
別
の
世
界
に

嫁
が
せ
た
い
と
い
う
強
い
希
望
も
あ
っ
た
か
」（
同
、
二
九
三
頁
）
と
推
し
量
っ
て
い
る
。
右
の
場
面
に
お
け
る
岩
伍
の
真
意
を
特
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
岩
伍
は
綾
子
が
「
素
人
」
の
世
界
に
止
ま
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
可
能
性
が
高
い
。
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
に
誇

り
を
持
っ
て
い
た
岩
伍
に
し
て
、
娘
の
進
路
に
関
す
る
限
り
「
素
人
／
玄
人
」
の
境
界
意
識
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
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い
だ
ろ
う
か
。七

お
わ
り
に

宮
尾
登
美
子
の
自
伝
的
作
品
は
、
花
街
に
生
き
る
人
々
を
分
断
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
階
級
に
基
づ
く
境
界
を
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
ら

せ
て
い
る
が
、
作
品
の
内
部
で
そ
れ
ら
の
境
界
が
相
対
化
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。『
寒
椿
』
で
は
、
悦
子
が
「
仕
込
み
の
子
」
と
の

関
係
を
反
省
的
に
捉
え
直
そ
う
と
す
る
も
の
の
、「
遊
女
」
と
「
遊
女
」
で
な
い
女
性
を
二
項
対
立
的
に
捉
え
る
観
点
は
自
明
の
も
の
と
さ

れ
て
い
る
。

宮
尾
の
自
伝
的
作
品
に
、「
素
人
／
玄
人
」
の
境
界
を
少
し
で
も
動
揺
さ
せ
る
契
機
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
岩
伍
と
離
婚
し
た

喜
和
が
う
ど
ん
屋
の
女
将
に
な
る
物
語
の
展
開
に
関
わ
っ
て
い
る
。
岩
伍
と
の
離
婚
に
し
ぶ
し
ぶ
同
意
し
た
喜
和
は
、
う
ど
ん
屋
の
女
将

と
な
っ
た
後
、
仕
事
に
打
ち
込
ん
で
活
力
を
取
り
戻
す
。
作
中
で
は
、
喜
和
の
心
情
が
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

考
へ
て
み
れ
ば
、
長
い
間
、
岩
伍
か
ら
渡
さ
れ
る
た
つ
ぷ
り
の
金
を
好
き
な
や
う
に
使
ひ
、
富
田
の
本
妻
と
し
て
の
面
目
を
保
つ

て
来
た
身
が
、
日
々
五
銭
拾
銭
の
金
の
出
し
入
れ
を
し
乍
ら
商
ひ
す
る
事
の
変
り
や
う
に
自
分
な
が
ら
驚
か
ぬ
で
も
な
か
つ
た
け
れ

ど
、
い
ま
は
こ
れ
が
生
き
て
ゆ
く
手
立
て
だ
と
思
え
ば
商
ひ
へ
の
腰
も
据
わ
り
、
面
白
味
も
湧
い
て
来
る
。
そ
れ
に
、
喜
和
は
、
も

う
目
の
前
で
女
の
躰
の
売
買
ひ
を
見
な
く
な
つ
た
の
も
一
つ
の
安
堵
で
も
あ
つ
た
。（
中
略
）。
こ
れ
で
す
つ
か
り
素
人
の
世
界
に
戻

つ
た
と
云
へ
ば
思
上
り
に
な
る
け
れ
ど
、
玄
人
社
会
の
小
粋
さ
と
は
前
を
張
る
一
方
で
あ
る
事
を
考
へ
れ
ば
、
野
暮
と
云
は
れ
て
も
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か
う
云
ふ
裏
の
な
い
商
売
の
方
が
喜
和
に
は
ず
つ
と
息
が
し
易
く
思
は
れ
る
。
昔
に
較
べ
て
今
が
幸
せ
と
ま
で
の
気
分
に
は
ま
だ
到

底
立
到
ら
な
い
け
れ
ど
、「
日
が
薬
、
年
が
薬
」
と
云
ふ
大
貞
の
言
葉
は
今
も
胸
に
生
き
少
く
と
も
こ
れ
な
ら
堪
へ
ら
れ
さ
う
で
あ
つ

た
（『
全
集
』
第
一
巻
、
三
八
四
頁
）。

も
ち
ろ
ん
、
右
の
引
用
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
喜
和
は
離
婚
後
も
「
素
人
／
玄
人
」
の
境
界
に
囚
わ
れ
続
け
て
い
る
。
た
だ
し
、
職
業

を
持
ち
経
済
的
に
自
立
し
た
喜
和
は
、
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
に
よ
っ
て
得
た
利
益
で
贅
沢
な
生
活
を
し
な
が
ら
「
女
子
の
売
買
の
上
前
を
刎

ね
」
る
こ
と
に
罪
悪
感
を
抱
く
よ
う
な
堂
々
巡
り
の
状
態
か
ら
は
解
放
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
喜
和
は
額
に
汗
し
て
働
く
労
働
者
と
な
っ

て
い
る
点
で
、
か
つ
て
の
「
女
衒
」
の
妻
よ
り
は
「
遊
女
」
に
近
い
立
場
に
あ
る
。
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
な
ら
ば
、
今
後
、
喜
和
と

「
仕
込
み
の
子
」
が
、
う
ど
ん
屋
の
女
将
と
客
と
し
て
出
会
い
直
す
こ
と
が
な
い
と
は
言
え
な
い
。

自
伝
四
部
作
の
四
作
目
で
あ
る
『
仁
淀
川
』
に
お
い
て
、
岩
伍
は
空
襲
に
よ
っ
て
財
産
を
失
い
、
慎
ま
し
い
暮
ら
し
を
し
て
い
る
。
戦

争
中
、「
外
地
」
で
働
く
「
遊
女
」
の
手
配
に
奔
走
し
た
岩
伍
は
、
敗
戦
に
よ
っ
て
国
家
に
裏
切
ら
れ
た
と
い
う
思
い
を
抱
き
、
芸
妓
娼
妓

紹
介
業
か
ら
は
キ
ッ
パ
リ
と
手
を
引
い
て
い
る
。
他
方
の
喜
和
は
う
ど
ん
屋
を
再
開
し
、
客
足
も
戻
っ
て
忙
し
く
立
ち
働
い
て
い
る
。
戦

前
か
ら
喜
和
の
店
が
繁
盛
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
岩
伍
は
、
内
縁
の
妻
の
照
と
共
に
う
ど
ん
屋
を
開
く
。
照
か
ら
う
ど
ん
屋
を
開
業
す
る

計
画
を
聞
い
た
綾
子
は
、
咄
嗟
に
「
岩
伍
は
喜
和
の
真
似
を
し
て
い
る
」
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
物
語
の
展
開
か
ら
、
職
業
を
持
つ
女

性
と
し
て
独
り
立
ち
し
た
喜
和
の
生
き
方
を
肯
定
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
取
る
こ
と
は
困
難
で
は
な
か
ろ
う
。

宮
尾
登
美
子
自
伝
的
作
品
に
お
け
る
花
街
の
中
の
境
界

─ 90 ─



注
＊
1

本
稿
で
は
、
娼
妓
、
芸
妓
、
酌
婦
な
ど
の
性
的
サ
ー
ビ
ス
を
伴
う
接
客
業
に
従
事
す
る
女
性
を
「
遊
女
」
と
総
称
す
る
。
な
お
、
芸
妓
、
芸
者
、
娼
妓
な

ど
の
言
葉
に
は
差
別
的
な
含
意
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
歴
史
的
用
語
と
し
て
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
括
弧
は

用
い
な
い
。

＊
2

拙
稿
「
芝
木
好
子
『
洲
崎
パ
ラ
ダ
イ
ス
』
を
読
む
│
「
廓
」
を
め
ぐ
る
境
界
の
物
語
と
し
て
」『
昭
和
文
学
研
究
』
第
六
二
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
。

＊
3
『
洲
崎
パ
ラ
ダ
イ
ス
』
に
お
い
て
も
、「
洲
崎
の
女
」
に
は
、
作
者
の
分
身
で
あ
る
「
私
」
が
経
営
者
の
友
人
を
訪
ね
る
た
め
に
特
飲
街
の
店
を
訪
問
す
る

場
面
が
あ
る
。
な
お
、
女
性
作
家
の
作
品
に
、「
遊
女
」
を
語
り
手
・
視
点
人
物
と
す
る
作
品
や
客
の
視
点
か
ら
「
遊
女
」
を
描
く
作
品
が
存
在
し
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
林
芙
美
子
「
牛
肉
」
で
は
、
客
の
視
点
か
ら
「
遊
女
」
の
転
落
の
過
程
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
拙
稿
「
林
芙
美
子
「
牛
肉
」
論
│

「
遊
女
」
の
転
落
物
語
」『
北
海
道
大
学
文
学
研
究
院
紀
要
』
第
一
七
五
号
、
二
〇
二
五
年
三
月
。

＊
4

小
林
裕
子
は
「
女
の
目
で
見
た
虚
飾
の
裏
側
│
宮
尾
登
美
子
が
描
く
芸
娼
妓
」
岡
野
幸
江
・
長
谷
川
啓
・
渡
邊
澄
子
編
『
買
売
春
と
日
本
文
学
』、
東
京

堂
出
版
、
二
〇
〇
二
年
に
お
い
て
、
花
柳
界
を
描
く
宮
尾
の
小
説
（『
陽
暉
楼
』
を
含
む
）
を
「
性
を
買
う
側
か
ら
で
な
く
、
売
る
側
│
特
に
娼
妓
の
視
点

か
ら
描
」
い
て
い
る
点
に
お
い
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。
本
稿
は
小
林
の
評
価
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
宮
尾
の
自
伝
的
小
説
に
お
い
て
ユ
ニ
ー
ク

か
つ
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
点
は
、「
売
る
側
」
に
も
「
買
う
側
」
に
も
立
ち
得
な
い
芸
妓
娼
妓
紹
介
業
の
妻
と
娘
の
視
点
を
組
み
込
ん
だ
点
に
も
あ
る
と

考
え
る
。

＊
5

花
街
に
つ
い
て
は
、
加
藤
政
洋
『
花
街

遊
興
空
間
の
近
代
』
講
談
社
学
芸
文
庫
、
二
〇
二
四
参
照
。

＊
6

以
下
の
記
述
は
、「
浮
き
沈
み
五
十
年
」『
読
売
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
八
〇
年
六
月
二
七
日
〜
七
月
一
九
日
『
宮
尾
登
美
子
全
集
』
第
十
四
巻
、
朝
日
新
聞

社
、
一
九
九
三
年
所
収
、「
宮
尾
登
美
子

年
譜
」『
宮
尾
登
美
子

八
十
八
年
の
生
涯
』
改
訂
版
、
高
知
県
立
文
学
館
、
二
〇
一
七
年
に
よ
る
。
宮
尾
の
人

生
に
つ
い
て
は
、
大
島
信
三
『
宮
尾
登
美
子

遅
咲
き
の
人
生
』
芙
蓉
書
房
出
版
、
二
〇
一
六
年
も
参
照
。

＊
7

本
稿
に
お
け
る
宮
尾
登
美
子
の
作
品
か
ら
の
引
用
は
、『
宮
尾
登
美
子
全
集
』
全
十
五
巻
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
二
│
一
九
九
四
年
に
よ
る
。
以
下
、『
宮

尾
登
美
子
全
集
』
は
『
全
集
』
と
略
記
す
る
。「
／
」
は
改
行
箇
所
を
示
す
。

＊
8
『
櫂
』第
一
部
は
一
九
七
二
年
八
月
に
私
家
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
た（「
展
望
」一
九
七
三
年
七
月
号
に
掲
載
）。
そ
の
後
、一
九
七
三
年
一
二
月
に
上
巻（
第

一
部
・
第
二
部
）、
一
九
七
四
年
三
月
に
下
巻
（
第
三
部
・
第
四
部
）
と
し
て
書
籍
化
さ
れ
た
。『
春
燈
』
は
『
新
潮
』
一
九
八
五
年
八
月
号
か
ら
一
九
八
七
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年
一
一
月
号
ま
で
連
載
後
、
一
九
八
八
年
一
月
に
新
潮
社
よ
り
書
籍
化
さ
れ
た
。『
朱
夏
』
は
、
一
章
お
よ
び
二
章
は
『
す
ば
る
』
一
九
八
〇
年
五
月
号
か
ら

一
九
八
一
年
一
二
月
号
ま
で
、
三
章
以
下
は
一
九
八
三
年
新
年
特
大
号
か
ら
一
九
八
五
年
四
月
号
ま
で
連
載
後
、
一
九
八
五
年
六
月
に
集
英
社
か
ら
上
下
巻

と
し
て
書
籍
化
さ
れ
た
。『
仁
淀
川
』
は
『
新
潮
』
一
九
九
八
年
一
月
特
大
号
か
ら
二
〇
〇
〇
年
二
月
号
ま
で
連
載
後
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
に
新
潮
社
よ
り

書
籍
化
さ
れ
た
。

＊
9

そ
れ
ぞ
れ
「
岩
伍
覚
え
書
」
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
付
し
て
『
文
芸
展
望
』
第
一
〇
号
（
一
九
七
五
年
七
月
）、
同
第
一
二
号
（
一
九
七
六
年
一
月
）、
同
第

一
四
号
（
一
九
七
六
年
七
月
）、
同
第
一
五
号
（
一
九
七
六
年
一
〇
月
）
に
掲
載
後
、
一
九
七
七
年
一
月
に
筑
摩
書
房
よ
り
書
籍
化
さ
れ
た
。

＊
10
「
岩
伍
番
外
・
鈴
八
の
こ
と
」（『
ち
く
ま
』
一
九
七
七
年
四
月
）
に
よ
れ
ば
、「『
岩
伍
覚
え
書
』
は
、
岩
伍
が
丹
念
に
つ
け
た
十
四
冊
の
日
記
と
営
業
日
誌

か
ら
話
を
拾
い
小
説
に
構
成
し
た
も
の
」
で
あ
る
（『
全
集
』
第
十
四
巻
、
二
四
一
頁
）。
自
伝
四
部
作
に
も
営
業
日
誌
へ
の
言
及
が
あ
る
。

＊
11
『
春
椿
』
は
『
海
』
一
九
七
六
年
新
年
特
大
号
か
ら
一
二
月
特
別
号
ま
で
連
載
後
、
一
九
七
七
年
四
月
に
中
央
公
論
社
か
ら
書
籍
化
さ
れ
た
。

＊
12

た
と
え
ば
、
女
学
校
卒
業
後
に
代
用
教
員
と
し
て
山
間
部
の
国
民
学
校
に
赴
任
し
た
綾
子
は
、
自
分
の
着
て
い
る
高
価
な
服
が
周
囲
か
ら
ど
う
見
ら
れ
て

い
る
か
を
全
く
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
綾
子
の
給
与
は
月
額
二
四
円
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
往
復
で
十
円
近
い
交
通
費
を
も
の
と
も
せ
ず

に
毎
週
実
家
に
帰
り
、
そ
の
度
に
照
を
通
じ
て
小
遣
い
を
「
十
円
、
二
十
円
、
と
」
受
け
取
っ
て
い
た
。
安
居
国
民
学
校
に
転
任
後
は
、
一
ヶ
月
十
七
円
の

家
賃
の
新
築
の
家
を
「
検
分
も
せ
ず
に
」
借
り
る
こ
と
を
決
め
た
。
さ
ら
に
綾
子
は
、
岩
伍
と
取
引
関
係
の
あ
っ
た
涼
月
定
の
女
将
に
対
し
て
頻
繁
に
牛
肉

と
卵
を
届
け
て
も
ら
う
よ
う
に
頼
ん
だ
だ
め
、
女
将
か
ら
「
あ
の
ね
え
。
先
生
は
い
っ
つ
も
肉
と
卵
、
肉
と
卵
ば
っ
か
り
じ
ゃ
が
、
肉
と
卵
は
大
変
な
ご
馳

走
で
す
ぞ
ね
。
こ
こ
ら
辺
り
の
ひ
と
は
年
に
一
回
も
た
べ
や
せ
ん
。
先
生
は
立
派
な
お
父
さ
ん
が
控
え
て
お
い
で
て
、
お
金
に
不
自
由
の
な
い
こ
と
は
判
る

け
ん
ど
、
こ
れ
で
は
ゆ
く
ゆ
く
世
帯
は
持
ち
ま
せ
ん
よ
。
近
所
の
ひ
と
の
手
前
も
あ
る
」
と
た
し
な
め
ら
れ
た
（『
全
集
』
第
二
巻
、
三
六
六
頁
）。

＊
13

こ
の
点
は
、
ほ
ぼ
伝
記
的
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
。
一
九
三
四
年
三
月
末
に
海
岸
通
り
二
丁
目
に
引
っ
越
し
を
行
っ
た
宮
尾
の
自
宅
の
四
軒
隣
に
は
陽
暉

楼
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
得
月
楼
本
店
が
存
在
し
た
。
前
掲
大
島
『
宮
尾
登
美
子

遅
咲
き
の
人
生
』。
当
時
の
宮
尾
の
自
宅
周
辺
は
稲
荷
新
地
（
下
知
新
地
）

と
呼
ば
れ
る
花
街
・
遊
廓
街
で
あ
り
、
玉
水
新
地
を
指
す
「
上
の
新
地
」
に
対
し
て
「
下
の
新
地
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。「
特
集
○
遊
郭
・
玉
水
町
今
昔
」『
月

刊
土
佐
』
一
二
号
、
一
九
八
四
年
な
ど
。
上
村
行
彰
編
『
日
本
遊
里
史
』
春
曜
堂
、
一
九
二
九
年
）
の
巻
末
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
日
本
全
国
遊
廓
一
覧
」

の
高
知
県
の
欄
に
は
玉
水
新
地
に
つ
い
て
貸
座
敷
数
二
八
、
娼
妓
数
二
七
九
、
下
知
新
地
に
つ
い
て
貸
座
敷
数
一
四
、
娼
妓
数
一
二
八
と
の
記
述
が
あ
る
。

高
知
県
立
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
大
高
知
市
街
地
図
」（
一
九
三
五
年
）
に
は
、
得
月
楼
と
宮
尾
が
通
っ
た
高
知
市
立
昭
和
尋

宮
尾
登
美
子
自
伝
的
作
品
に
お
け
る
花
街
の
中
の
境
界
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常
小
学
校
の
場
所
が
記
さ
れ
て
い
る
、https://kochilib.iri-project.org/detail/kochi-20170926- 0027- 0001?p=2

（
二
〇
二
五
年
四
月
一
日
最
終
閲
覧
）。

＊
14

映
画
『
赤
線
地
帯
』（
溝
口
健
二
監
督
、
大
映
東
京
、
一
九
五
六
年
）
に
は
、
売
春
防
止
法
案
が
国
会
に
上
程
さ
れ
る
状
況
の
下
で
、
吉
原
の
「
夢
の
里
」

の
主
人
が
従
業
員
た
ち
に
対
し
て
、「
本
当
に
お
前
た
ち
の
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
の
は
俺
た
ち
業
者
だ
。
こ
う
や
っ
て
店
を
作
っ
て
商
売
さ
せ
て
る
か
ら
、

お
前
た
ち
食
う
に
は
困
ら
な
い
し
、
一
家
心
中
だ
っ
て
せ
ず
に
す
む
ん
だ
」
と
演
説
す
る
場
面
が
あ
る
。

＊
15
『
櫂
』
に
は
、
健
太
郎
が
中
学
校
を
退
学
処
分
に
な
っ
た
時
、
岩
伍
が
健
太
郎
に
対
し
て
「
阿
呆
な
奴
よ
。
そ
の
気
に
な
れ
や
、
大
学
ま
で
行
け
た
の
に
」

と
「
怒
気
を
露
は
に
」
す
る
場
面
が
あ
る
。『
全
集
』
第
一
巻
、
一
九
〇
頁
。

＊
16

こ
の
友
人
は
「
芸
者
上
が
り
の
女
房
」
と
の
間
に
子
が
な
か
っ
た
た
め
、
綾
子
に
婿
を
と
っ
て
後
継
ぎ
に
す
る
前
提
で
、
か
ね
て
か
ら
岩
伍
に
対
し
て
綾

子
を
養
女
に
欲
し
い
と
熱
心
に
乞
う
て
い
た
。
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